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セッ ショ ン 別 の ベス ト タ イ ム 
S1 は 全 セ ッ シ ョ ン で 
最速 を マー クレ し た NSX 


P16-17 は テス ト 中 の トー タル の ベス ト 
タイ ム で 比較 し た た め 、 各 タイ ム の コン 
ディ ショ ン は まち まち 。 そ の た め 純 粋 な 
ポテ ン シ ャ ル 比 較 に な ら な い 可 能 性 も あ 
る の 20G GOG さ きる の / り 中 計 条 作 (上 四 276 
め に 、 各 セッ ショ ン ご と の 車種 別 セ クタ 
ー ベ スト を まとめ て みた の が 右 の 表 に な 
2 の Ke の 2 eZ ラッ の 
IGE の の の か の 気 


(2 の の 打 ご CDI ラ ント SUGE ウ IGG ら 
に 2 


NSX に CEGG) 目 5 くだ の が か 
2 日 目 は GT500 の 占有 走行 枠 が な か っ 
た が 、 混 走 で の NSX、GT-R の タイ ム は 
どこ まで 余力 が ある の か 。 ま た 1 一 2 ョ コ 
ー ナ ー を 含む S1 は 、 全 セッ ショ ン で 
NSX が 最速 で ある こと か ら も 、 空 力 性 
能 の 高 さ は 間違い な い だ ろ う 。 


ら に 事 間 時 実 て 
に は 熊 が 期 例 今 み 当 
ど 進 宣 勢 が の 季 な な 
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回 富 に 生ま 08 時 開 
が 簡 繋 フ 開 匠 幕 
彼 単 妨 期 幕 < し 


開幕 が 近づく に つれ 3 車 の レベ ル は 接近 
それ は 見 せ か け か 、 それと も 本 物 か …… 
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Session2_「heoretical Best (3 月 14 日 PM くも り ノ ドラ イ ・ ウ エッ ト ) 


Machine Total 


し ・| | ye leoo | ec の | Ti7'se2 


で CinPa 17 "73 | ろ ら 33"218 | #26 | 27 "156 #39 1'18"10( 


Session3_Iheoretical Best (3 月 15 昌 AM くもり ノド ライ ・ ウ エッ ト ) 
S1 S2 S3 1 
17 "730 26 "983 #14 


Ta #36 #36 | 1'17"988 
| s | mrR | 17"780 : 33"364  : 27"259 「 #12 1'18"403 


Session4 |Iheoretical Best (3 月 15HPM くも り ノ ドラ イ ) ) 


ら 1 S2 


Pos Machine 


Pos Machine に や Total 


33"217 ! #38 | | | | 


要 " ご 春 17"711 33"428 27 "238 | #100 1'18"377 


※ セ ッ シ ョ ン 1 は タイ ム が 出る コン ディ ショ ン で は な か っ た の で 際 外 。 
赤字 は テス ト 2 日 間 の ベス ト で 、 タ イム の 横 の 数 字 は その タイ ム を マー ク し た 号車 を 示し て いる 。 
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TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT 
Hitotsuyama Audi R8 LMS 

arto RC F GT3 

SAITAMATOYOPET GB GR Supra GT 
TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT 
RUNUP RIVAUX GT-R 

K-tunes RC F GT3 

シン ティ アム アップル ・ ロ ー タ ス 

JLOC ラン ボル キー ニ GT3 

Studie BMW M6 

Modulo KENWOOD NSX GT3 

た か の この 湯 RC F GT3 

ADVICS muta MC86 

リア ライ ズ 日 産 自動 車 大 学校 GT-R 

GAINER TANAX ITOCHU ENEX with IMPUL 
ARTA NSX GT3 

SUBARU BRZ R&D SPORT 

PACIFIC NAC D'station Vantage GT3 
GAINER TANAX GT-R 

マッ ハハ 車検 GTNET MC86 マッ ハ 号 

グ ボ スマ イル 初音 ミク AMG 

HOPPY Porsche 

SYNTIUM LMcorsa RC F GT3 
UPGARAGE NSX GT3 

エヴァ RT 初 号 機 X Works R8 

LEON PYRAMID AMG 

T-DASH ラン ボル キー ニ GT3 
植毛 ケー ズ フ ロン ティ ア GT-R 

アー ルキ ュー ズ AMG GT3 

ARNAGE AMG GT3 
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ーー 


oO ご エエ て 入 民 ニー 汁 和 コ の 改 


テク ニカ ルコ ー ス の 岡山 に お いて 、 比 較 的 
高速 区 間 と な る セク ター 1 。 コ ー ナ リン グ 性 
能 に 優れ る マシ ン が 得意 と し 、JAF-GT の 
31 号車 と 30 号 車 プ リウ ス PHV、52 号 車 GR 
スー プラ 、 そ し て MC の 2 号車 ロー タス ・ エ 
ヴォ ー ラ が 上 位 に 着け た 。 こ の な か で 52 号 
車 以外 の 3 台 は B シ ー ド だ 。GT3 で は 空力 
に 優れ た 車両 が 上 位 に 並ぶ 。 と くに ダウ ン フ 
ォ ー ス マシ ン と 言わ れる RC F で は 、35 号 車 
が 3 番手 タイ ム 。 今年 、 タ イヤ が BS か ら DL 
に 変更 と な っ た 96 号 車 、 新 規 チ ー ム の 244 
号車 の タイ ム も 悪く な い 。60 号 車 は 、 ま だ 
デー タ が 少な い MI に よる 影響 が 出 た か ? 


の 5 の W ツ 


35 号 車 は 昨年 チー ムラ ン キ ング 22 位 。 海外 チ ー ム と い 
う ハ ン デ が ある の は 否め な い が 、RHC F も 3 年 目 を 迎え 
て 熟成 の 域 に あり 、 セ クタ ー 1 で は 3 番手 タイ ム を マー 
ク 。 初 入賞 に 向け 、 岡 山 は 狙い た い サ ー キ ッ ト だ 。 


昨年 の チー ムラ ン キ ング は 17 位 だ っ た 21 号 車 。 ギ リ ギ 
才 の バシ ー ド と な っ だ が 今年 は ドラ イ バ ー ペ チー デム 体 
制 を 刷新 し て 臨み 、 全 セク ター、 理 論 上 の タイ ム で も GT3 
勢 で トッ プ に 。「 礁 威 ] と いう ライ バル は 多い 。 


っ る 岡 位 あ 激 ら ひ T 
だ と 山代 りり AA し れ と 8 
2 の 2 の 
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ク れ ム れ ン 有 前 権 で 争 
タ な を る に 年 和 釘 熱 い 
| い 分 "お の い 人 
2 結 析 し い 上 繰 い 
は 果 し か て 位 り う 
ト に て し も 陣 広 も 
ヨ な み 諾 | け う 


昨年 は まさ か の ノー ポイ ント で チー ムラ ン キ ング 21 位 に 
終わ っ た 31 号車 。 し か し 、FR の デー タ が 取れ 、 車 両 も 


必ず タイ トル 争い に 戻っ て くる 。 


Seotor の ベス ト タ イム 開幕 戦 岡 山 、 リザ ルト 一 変 か ? 


Pos. No. Car S2 
1 31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHVaprGT 5.244 


Hitotsuyama Audi R8 LMS 35.286 
Modulo KENWOOD NSX GT3 35.345 
TOYOTA GR SPORT PRIUS PHVaprGT 35.357 
K-tunes RC F GT3 35.375 
シン ティ アム アップル ・ ロ ー タ ス 35.385 
HOPPY Porsche 355.385 
SUBARU BRZ R&D SPORT 35.444 
リア ライ ズ 日 産 自 動車 大 学校 GT-R 35.450 
UEOC ラン ボル ギー ニ IGIH3 35.460 
Studie BMW M6 35.540 
SAITAMATOYOPET GB GR Supra GT 35.557 
arto RC F GT3 35.576 
360 RUNUP RIVAUX GT-R 35.587 
10 GAINER TANAX ITOCHU ENEX with IMPUL ああ 5.540 2 ポ ウ M NR カ ー ン 60 の 
6 ADVICS muta MC86 35.554 トピー Is て 2 が 見 
11 GAINER TANAX GT-R 35.670 NN 022 Pr 
2 5 5B 700 へ と 続く セク ター2。 コ ー ナ ー 昨年 は 最終 戦 も て で ぎ で チー ム 初 の 10 位 入賞 、 チ ー ム ラン 
も 多い こと か ら 一 概 に は 言え な キン グ 26 位 の 360 号 車 。 そ れ で も 予選 で は 岡山 以外 で 
18 UPGARAGE NSX GT3 36.701 い が 、 直 線 ス ピー ド が 大 きく 影 Q2 に 進出 し 、 速 さ を 示 し た 。 その キモ と な る 岡山 の テス 
4 。 グ ボ スマ イル 初音 ミク AMG 255.724 挿す る 区 間 だ 。 ア ウデ ィ や ト で 好 タ イム を 記録 し た こと は 、 自 信 と な る は ず だ 。 
9 PACIFIC NAC D'station Vantage GT3 35.741 NSX と いっ た ミッ ド シ ッ プ 、 
T-DASH ラン ボル ギー ニ GT3 95.888 トウ ッ ド カー ブ か ら の 立ち 上 が る 。 岡 山 テ スト で は セク ター2 で 3 番手 、 理 論 上 の タイ 
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LEON PYRAMID AMG 35.906 り で トラ クシ ョ ン が いい こと も ム で も 7 番手 。 上 位 を 狙え る 位置 に 着け た 。 
マツ 車検 GTNET MC86 マッ ハ 号 36.909 タイ ム ア ッ プ に つなが る 。 そ の っ 90 _ ニニ ーー ニー 一 


エヴァ RT 初 号機 X Works R8 35.971 な か で 、 ト ッ プ タイ ム は 31 号 車 。 
SYNTIUM LMcorsa RC F GT3 27.055 エン ジン パワ ー で 劣る JAF-GT 
植毛 ケー ズ フ ロン ティ ア GT-R 27.090 と MC は 空力 を 薄く し て ドラ ッ 
アー ルキ ュー ズ AMG GT3 27 358 グ を 減ら し て お り 、31 号車 に 
ARNAGE AMG GT3 27.558 関し て は モー ター アン ス ト の 加 
速力 も 活き て いる と 思わ れる 。 
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エキ ゾー スト を 後志 へ と 移設 する な ど リ ファ イン 。 今季 、 
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S3 
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新規 チー ム の 6 号車 は に じ に グ ルー プ 。 だ が 、 そ 
れ ゆ え に 実 力 は 未知 数 で 、 MC と BS と いう 組 
み 合 わせ 、 さ ら に GT500 や SF で チャ ン ピ オ 
ン 経 験 が ある 田中 耕太 郎 エ ンジ ニア の 加入 も 
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アッ プ デ ー ト を 敢行 し て 挑む 。 


31 号車 の プリ ウス PHV が ハイ ブリ ッ ド シス 
テム を 搭載 する の に 対し 、30 号車 は 非 搭載 。 
その 仕様 違い は 昨年 同様 だ が 、 岡 山 テ スト で 
は 31 号 車 と と も に 速 さ を 示し た 。 今年 最大 の 
ダー ク ホ ー ス と な る か も し れ な い 。 


レッ ド マ ン コー ナー か ら ホ ッ 
ブス コー ナー に つなが る ダブ ル 
へ アピ ン は 小回り が 利く 車両 に 
適し て いる が 、 そ の 先 の マイ ク 
ナイ ト は 中 高速 コー ナー だ 。 セ 


クタ ー3 トッ プ 10 に MC が 2 人 台 、 


JAF-GT が 4 台 入 っ た の は 、 セ 
ッ テ ィ ング の 幅 が 広く 、 メ カニ 
カル グリ ッ プ と ダウ ン フ ォ ー ス 
の バラ ンス に 優れ て いる 証し と 
いえ る 。 た だ し 、GT3 も 負け 
て は いな い 。AMG で は 4 号車 


の 11 番 手 が 最上 位 と な っ た が 、 


今年 の エボ モデ ル は ABS の パ 
フォ ー マ ン ス が 上 が っ て いる と 
聞く 。 セ ッ テ ィ ング が 進め ば 、 
へ ヘア ピン の ブレ ー キ ング で プラ 
ス に 働く の は 必至 だ 。 


ゅ 』 ぁ エンジン で 大 排気 量 の GT3 に 対 財 する に 
は 攻め た 開発 が 必要 と な り 、 予 選 で 速く て も 
決勝 で トラ ブル に 泣く こと も 多かっ た 61 号 車 。 
今 李 は さら な る 低 重 心 化 を 図る な ど 、 大 幅 な 
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は 予選 2 番手 か ら 優 勝 し て いる 。 タ イヤ が BS 
か ら DL に な っ た の は 気 に な る と ころ だ が 、 岡 
山 テ スト で の 理論 上 の タイ ム で は 5 番手 で あ 
り 、 今 季 も [来る] 1 台 だ 。 
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諭 上 の タイ ム 各 セ クタ ー の ベス ト を つない 


Driver で 導き 出し た 理論 上 の タイ ム で 
虹 1 2 シン ティ アム ・ ア ッ プ ル ・ ロ ー タ ス LOTUS EVORA MC 加藤 定規 / 柳 田 真 孝 YH 125"539 トッ プ に 立っ た の は 、 公 式 リ ザ 
2 31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 財 峨 宏紀 中 山 友貴 BS 125'595 ルト で も トッ プ タ イ ム だ っ た の 2 
必 。 3 21 Hitotsuyama Audi R8 LMS Audi R8 LMS クリ スト ファ ー・ ミ ー ス ノ 川 端 伸 太 朗 YH 125"649 号車 。 公式 リザ ルト で は 4 番手 
/、 4 61 SUBARU BRZ R&D SPORT SUBARU BRZ GT300 井口 車 人 山内 英輝 DL 125"762 全 全 RW 
ム 、。 5 96 Kr-tunes RCF GT3 LEXUS RC F GT3 新 田 守 男 阪口 晴 南 DL 125"929 得意 と し て お り 、 も と も と 実力 
。 6 30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 永井 宏明 ノ 織 戸 学 ン 上 村 勇 太 YH 125"972 の ある チー ム だ が 、B シ ー ド が 
た 。 7 34 Modulo KENWOOD NSX GT3 Honda NSX GT3 道上 龍 ゲ ジェ イク ・ パ ニー ソン ズ YH 126"065 トッ プ 2 と いう 結果 に な っ た 。 
。 。 8 52 SAITAMATOYOPET GB GR Supra GT TOYOTA GR Supra 吉田 広樹 川合 地 湊 BS 126"073 そし て 、A シ ー ド を 目指 す ボ ー 
昌 9 360 RUNUP RIVAUX GT-R NISSAN GT-R NISMOGT3 青木 地 行 / 田 中 篤 柴 田 優作 YH 126"141 ダー ライ ン と な る の が 18 位 。 
C 10 6 ADVICS muta MC86 TOYOTA 86 MC 阪口 良平 ノ 小高 一 キノ 堤 優 威 BS 126'174 18 年 王者 の 65 臣 車 、19 年 王者 
必 。 11 56 リア ライ ズ 日 産 自動 車 大 学校 GT-R NISSAN GT-R NISMOGT3 藤波 清 キ ンジ ョ アオ ・ パ オロ ・ デ ・ オ リ ベ イ ラ YH 126"257 9 語 四 て 2 Me 
人 AA 12 88 JLOC ランボ ルギー ニ GT8 Lamborghini HURACAN GT3 小暮 卓史 ノア ンド レ ・ ク ー ト 手塚 祐 弥 YH 126"306 時 SS 0 

ディ ショ ン 変 化 が 激しく 、 そ の 
用 。 13 25 HOPPY Porsche PORSCHE 911 GT3 R 松井 孝介 佐藤 公 哉 土 屋 戒 士 YH 126"341 な か で それ ぞ れ の チー ム が 独自 
。。 14 7 Studie BMW M6 BMW M6 GT3 荒 聖 治 / 山 口 智英 TH 126"375 に 設定 し た メニ ュー を こなす 場 
| 15 35 artoRCFGT3 LEXUS RC F GT3 ショ ー ン ・ ウ ォ ー キ ン シ ョ ー/ マ ティア ス ・ ベ ッ シ ェ YH 1'26'376 で あり 、 こ の 結果 が すべ て と は 
。 。 16 10 GAINER TANAX ITOCHU ENEX with IMPUL NISSAN GT-R NISMOGT3 星野 一 樹 石 川 京 侍 YH 126"449 当然 言え ない 。 だ が 、A チ ー ム 
人 AA 17 4 グッ ドス マイ ル 初音 ミク AMG Mercedes AMG GT3 谷口 信輝 片岡 静 也 YH 126"590 に と っ て 、 記 機 感 が 高まる 結果 
。。 18 11 GAINER TANAX GT-R NISSAN GT-R NISMO GT3 平 中 克幸 安田 槍 信 DL 126'648 と な っ た の も 間違い な い 。 
C 19 244 た か の この 湯 RC F GT3 LEXUS RC F GTS3 久保 凛 太郎 三宅 淳 語 YH 126'659 [ 参照 タイ ム ] 
島 20 9 PACIFIC NAC D'station Vantage GT3 Aston Martin Vantage GT3 藤井 誠 輸 MI 126'B562 
人 21 18 UPGARAGE NSX GT3 Honda NSX GT3 小林 崇 赤松 清 地 亮 YH 126"721 mb の 209 
。。 22 55 AHRTANSX GT3 Honda NSX GT3 高木 真一 大 湯 都 史 樹 BS 126'859 0 人 二 予選 Q2 
| 23 33 エヴァ HT 初 号機 X Works R8 Audi R8 LMS ショ ウン ・ ト ン ン アレ ックス ・ ア ウノ ウェ イロ ン ・ タ ン YH 126"936 曇り ドド ライ 

。 24 5 マッ ハ 車 検 GTNET MC86 マッ ハ 号 TOYOTA 86 MC 坂口 夏 月 平木 湧 也 YH 126"950 昨年 岡山 公式 テス ト タ イム : 1 '25"455 
。 25 65 LEON PYRAMID AMG Mercedes AMG GT3 蒲生 商 弥 ノ 菅 波 冬 悟 BS 126'974 K-tunes RC F GT3 
。  。 26 87 TDASH ラン ボル ギー ニ GT3 Lamborghini HURACAN GT3 元 嶋 佑 弥 プ トム ・ デ ィ ル マン ノ 高 橋 要 YH 127"112 隊 1 
。 27 60 SYNTIUM LMcorsa RC F GT3 LEXUS RC F GT3 吉本 大 樹 河 野 駿 佑 MI 127 "403 ー 
_ 28 48 植毛 ケー ズ フ ロン ティ ア GT-R NISSAN GT-R NISMOGT3 田中 優 ノ 飯田 太陽 YH 127'611 
C 29 22 アー ルキ ュー ズ AMG GT3 Mercedes AMG GT3 和田 城内 政樹 YH 128'565 
_ 30 50 ARNAGE AMG GT3 Mercedes AMG GT3 加納 政樹 山下 亮 生 廣 田 和 YH 128"845 


※ ド ライ バー リス ト は 岡山 の 公式 テス ト に 参加 し た ドラ イ バ ー を 記載 し て いま す 。 
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II FR の MC を ペー ニス に ミッ ド シ ッ プ の エ 
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ARTA NSX-GT 
野尻 智紀 福住 仁鶴 
ARTA 


WAKO'S 4CR GR Supra 
大 嶋 和 也 プ 坪井 翔 
TGR TEAM WAKO'S ROOKIE 
TOYOTA GR Supra 


KEIHIN NSX-GT 
塚越 広大 ベル トラ ン ・ パ ゲッ ト 
KEIHIN REAL RACING 


26 


2/ 


リア ライ ズ コ ー ボ レー ショ ン ADVAN GT-R 
高 星 明 誠 ノ ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー 
KONDO RACING 


平川 宮 ノ ニッ ク ・ キ ャ シディ 
TGR TEAM KeePer TOM's 
TUYOTA GR Supra 


DENSO KOBELCO SARD GR Supra 
ヘイ キ ・ コ バラ イネ ング ノ 中 山 雄一 
TGR TEAM SARD 
TUYOTA GR Supra 


RAYBRIG NSX-GT 
山本 沿 貴 牧野 任 祐 
TEAM KUNIMITSU 


MOTUL AUTECH GT-R 


松田 次 生 プ ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ 


関口 雄飛 サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ 
TGR TEAM au TOM's 
TUYOTA GR Supra 


ZENT GR Supra 
立川 補 路 石浦 宏明 
TGR TEAM ZENT CERUMO 
TOYOTA GR Supra 


Modulo NSX-GT 
伊沢 拓也 大 津 弘樹 
Modulo Nakajima Racing 


シン ティ アム ・ ア ッ プ ブル ・ ロ ー タ ス 
加藤 寛 規 / 柳 田 真 孝 
Cars Tokai Dream28 
LOTUS EVORA MC 


マッ ハ 車 検 GTNET MC86 マッ ハ 号 
坂口 夏 月 平木 湧 也 
TEAM MACH 
TOYOTA 86 MC 


Studie BMW M6 
荒 加 治 / 山 口 智英 
BMW Team Studie x CSL 
BMW IM6 GT3 


GAINER TANAX ITOCHU ENEX with IMPUL 


星野 一 樹 / 石川 京 侍 


GAINER 
NISSAIN GT-R MISMO GT3 
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グッ ドス マイ ル 初音 ミク AMG 
谷口 信輝 片岡 龍也 
GOODSMILE RACING & TeamUKYO 
Mercedes AIMIG GT3 


ADVICS muta MC86 
阪口 良平 小高 一 斗 
ADVICS muta Racing INGING 
TUYOTA 86 MG 


PACIFIC NAC D'station Vantage GTS 
藤井 誠 坦 ノニ ッ キー・ テ ィ ー ム 
PACIFIC - D'station Racing 
Aston Martin Vantage GT3 
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UPGARAGE NSX GTS 
小林 崇 志 ノン 松 清孝 亮 
TEAM UPGARAGE 
Honda NSX GT3 


アー ルキ ュー スズ AMG GTS 
和田 久 ノ 城内 政樹 
R'Qs MOTOR SPORTS 
Mercedes AMG GTS 


TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT 
永井 宏明 ノ 織 戸 学 
qD「 
TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 


エヴァ RT 初 号 機 X Works R8 
ショ ウン ・ ト ン ノ アレ ックス ・ ア ウ 
XX Works 
Audi R8 LMS 


GAINER TANAX GT-R 
平 中 克幸 安田 裕 信 
GAINER 
NISSAN GT-R NISMO0 GT5 


Hitotsuyama Audi R8 LMS 
クリ スト ファ ー・ ミ ー ス ノ 川 端 伸 太朗 
Audi Team Hitotsuyama 
Audi R8 LMS 


HOPPY Porsche 
松井 孝 電 佐藤 公 哉 
HOPPY team TSUCHIYA 
PORSCHE 911 GT2R 


TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT 
農 峨 宏紀 中 山 友貴 
D「 
TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 


arto RC F GTS3 
ン ョ シン ウラ 全 キン ノン シク タク ポン ノ ボド ンカ が 
Panther arto Team Thailand 
LEXUS RCF GTS3 


ARNAGE AMG GT3 
加納 政樹 山下 亮 生 
Arnage Racing 
Mercedes AIMG GT3 


ARTA NSX GTS 
高木 真一 大湯 都 史 樹 
ARTA 
Honda NSX GT5 


SYNTIUM LMcorsa RC F GTS 
吉本 大 樹 / 河 野 懇 佑 
LM corsa 
LEXUS RCF GTS 


Modulo KENWOOD NSX GT3 
中 に 0 シング ク 2 バ 語 ソンス 
Modulo Drago CORSE 
Honda INSX GT3 


植毛 ケー ズ フ ロン ティ ア GT-R 
田中 優 虹 飯田 太陽 
NILZZ Racing 
NISSAIM GT-R NISIMO GT3 


SAITAMATOYOPET GB GR Supra GT 
吉田 広樹 川合 孝 汰 
埼玉 トヨ ベッ ト Green Brave 
TUYOTA GR Supra 


リア ライ ズ 日 産 自 動車 大 学校 GT-R 
藤波 清二 デジ ョ アオ ・ パ オロ ・ デ ・ オ リ ベ イ ラ 
KONDO RACING 
NISSAN GT-R NISMO0 GT 
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LEON PYRAMID AMG 
清 生 沿 弥 ノ 菅 波 冬 悟 
K2 R&D LEON RACING 
Mercedes AMG GT3 


JLOC ラン ボル キー ニ GT3 
小暮 卓史 ノア ンド レ ・ ク ー ト 
JLOC 
Lamborghini HURACAN GTS 


た か の この 湯 RC F GTS 
久保 凛 太郎 三宅 淳 詞 
Max Racing 
LEXUS RC F GT3 


2020 SUPER GT 変更 スケ ジュ ー ル 検討 案 


※4 月 6 日 発表 時 の 検討 案 。 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 状況 や 社会 情勢 を 考慮 し 、 


随時 情報 更新 され る 予定 で す 。 


SUBARU BRZ R&D SPORT 
井口 卓 人 山内 英輝 
R&D SPORT 
SUBARU BRZ GT300 


T-DASH ラン ボル ギー ニ GTS 
元 嶋 佑 弥 ゲ デニ ス ・ リ ンド 
JLOC 
Lamborghini HURAEAN GTS 


K-tunes RC F GT3 
新 田 守 男 阪 口 晴 南 


K-tunes Racing 
LEXUS RE F GT32 


RUNUP RIVAUX GT-R 
青木 孝行 / 田 中 篤 
TOMEI SPORTS 
NISSAN GT-R NISMO GT3 
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10 月 2 一 4 日 

10 月 16 一 18 日 
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ADAC GT マス ター ズ 日 程 

GT ワー ルド チャ レン ジ ・ ヨ ー ロ ッ パ 日 程 

ルギー や ドイ ツ な どの 政府 か ら ウ イル ス 感 染 拡 大 防止 の た め 「8 月 
いっ ぱい まで は 大 規模 イベ ント の 開催 を 禁止 する ] と いう 決定 が 下 
され た 影響 で 、 ス パ 24 時 間 を は じ め と し た レー ス の 開催 が 困難 に 。 
点 で は 新た な 日 程 は 設定 され て いな い 状 況 だ 。 

イン ター コン チ ネ ンタ ル GT チ ャ レン ジ 日 程 


スパ 戦は 秋 以 降 ( 


ーー 
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"無冠 の 帝王 "スタ ー リ ング ・ モ ス 帰 が 逝去 
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Text : autOSDOrt web 


月 12 日 、 イ ギリ ス 出 身 の 元 レ ー シ ン グ ド 
ライ バー で ある スタ ー リ ング ・ モ ス 史 が 逝 
去 し た こと が 明らか に な っ た 。 享年 90。 

F1 公式 サイ ト 『Formula1 .com」 に よる と 、 
モス 卿 は F1 に お いて 1951 年 か ら 61 年 に か け て 
66 レー ス に 出場 。 バ ン ウ ォ ー ル 、 マ セラ ティ 、 
メル セ デ ス な ど を ドラ イブ し 、F1 で 通算 16 勝 を 
マー ク し た が 、 ドラ イ バ ー ズ ス 選手権 に お ける 最高 
位 は 2 位 。 一 度 も タイ トル を 獲得 で き な か っ た こ 
と か ら 、 "無冠 の 帝王 と 呼ば れ て いた 。 

モス 克 は F1 以外 に も スポ ー ツ カー カテ ゴリ ー 
で 活躍 を 収め た 。55 年 に は 、 ミ ッ レ ミリ ア で メ 
ル セ デ ス の マニ ュ フ ァ ク チャ ラー ズ タ イ トル 獲得 
に 貢献 し て いる 。 

1962 年 に 大 き な ク ラッ シュ を 喫し た モス 帰 は 、 
これ を きっ か け に 一 度 現 役 引 退 を 決意 。 その後 
80 年 に 復帰 を 果たし た が 、201 1 年 に は 正式 に レ 
ー ス 活動 か ら 身 を 引く こと を 自身 の ウェ ブサ イト 
上 で 公表 。 さ ら に 18 年 に は 公 の 場 か ら の 引退 す 
る こと を 表明 し て いた 。 

また 、 モ ス 正 は 00 年 、 モ ー タ ー ス ポー ツ へ の 
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2015 年 の グッ ドウ ッ ド ・ フ ェ ス ティ バル ・ オ ブ ・ ス ピー ド で メル セ デ ス 300 SLR で の 走行 を 披露 し た モス 卿 。 当 時 85 歳 な が ら 危 な げ な い 走 


貢献 が 認め られ 、 ナ イト の 称号 を 授与 され て いる 。 り を 見 せる な ど 、18 年 に 公 の 場 か ら 引退 する まで は イベ ント や 式典 な ど へ の 出席 を 続け 、 レ ー ス 界 へ の 貢献 を 続け て いた 。 


紫 急 事態 宣言 発令 に と も な い 
富士 24 時 間 の 開催 延期 が 決定 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


4 月 10 日 、 富 士 ス ピー ドウ ェ イ と スー パー 耐久 シリ ー ズ (S 耐 ) は 、6 月 
5 一 7 日 に 予定 され て いた 第 3 戦 富士 24 時 間 に つ いて 、 新 型 コ ロナ ウイ 
ルス の 感染 拡大 と 、 日 本 政府 に よる 或 急 事 態 家 言 発信 に と も な い 、 開 催 を 延期 す 
る と 発表 し た 。S 耐 は 開幕 戦 鈴 鹿 6 時 間 、 弟 2 戦 SUGO 3 時 間 も 延期 と な っ て 
いる た め 、 こ れ で 開幕 3 戦 が リス ケ ジ ュ ー ル され る こと と な っ た 。 

また 、 富 士 24 時 間 と 併催 され る 予定 だ っ た フォ ー ミ ュ ラ ・ リ ー ジ ョ ナル ・ ジ 
ャ パニ ー ズ ・ チ ャ ン ピ オ ンシップ の 第 1 戦 / 第 2 戦 に つい て も 延期 が 決ま っ た 。 

代替 開催 の 日 程 に つい て は 、 決 定 後 に あら た め て 案内 され る 。 チ ケッ ト の 取り 
扱い に つい て は 、 富 士 ス ピー ドウ ェ イ の ホー ムペ ー ジ に て 案内 され る 見 と お し だ 。 
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富士 24 時 間 は 富士 スピ ー ド ウェ イ と S 耐 の 努力 に より 、2018 年 に 復活 。 コ ー ス サイ ド で バー ベ キ 
ュー や キャ ンプ を 楽し め る な ど 、 フ ァ ン が 新た な 観戦 スタ イル を 見 出す きっ か け と も な っ た 。 


新 シ ャ シー「Gen2 EVO] 
導入 の 一 年 先送り が 決定 
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Text : autOSDOrt web 


ォ ー ミ ュ ラ E と FIA は 4 月 10 日 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 に よる 
世界 的 な 健康 危機 が 迫っ て いる 状況 を 受け 、 新 型 シ ャ シー「『Gen2 EVOC] 
の 導入 を 2021/22 年 シー ズン まで 延期 する と 発表 し た 。 
この 決定 は 世界 中 で 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 が 拡大 し て いる こと か ら 、 シ リ 
ー ズ に 参戦 する メー カー、 チ ー ム の コス ト を 削減 する た め に 、 全 会 一 致 で 合意 し 
た も の 。20721 年 シー ズン も 更生 は 務 か ら 投入 され る 予定 だ っ た Gen2 EVO。 エア 
行 シ ャ シー が 引き 続き 使用 され る ロ パ ッ ケ ー ジ の 変更 に より 現行 型 よ り も 空力 効率 が 向上 
こと に な る が 、 参 戦 メ ー カ ー は 今 
後 の 2 の シー ズン の 間 に パ ワー トレ ー 
ン を 1 度 だ け 変 更 す る こと が 可能 
に な っ て いる 。 
この 変更 に より 各 チ ー ム は 、 
[20/21 年 シー ズン に 新た な パワ 
=ー 洪 テ る で 枝 和 人 し つづ う 。 
21/22 年 シー ズン に パワ ー ト レ 
ー ン は その まま の Gen2 EVO を 
導入 する | か 、「20/21 年 シー ズ 
ン は 今 シ ー ズ デン に 使用 し て いる パ 
ワー トレ ー ン を 継続 使用 し 、21 
22 年 シー ズン に アッ プ デ ー ト 
され た パワ ー ト レー ン と エア ロ パ 
ッ ケ ー ン ジ の 両方 を 実装 し た Gen2 
EVO を 導入 する | か 、 ど ちら か 
を 選択 で きる 。 
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Photo : 小笠 原 貴 士 (Takashi Ogasawara) LAT FormulaE INDYCAR 〆 NASCAR 


| 癖 が 見 えて 面白 い 反 面 、 と て も コン ベティ ティ ブ 」 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


月 18 日 、 イ ン デ ィ カ ー シ リ ー ズ が ファ ン 

に 向け た “代替 戦 " と し て 開催 し て いる 『 イ 
ン デ ィ カ ーiRacing チ ャ レン ジ ] の 第 4 戦 「 フ ァ 
イア スト ン 175| が ツイ ン リ ンク も て ぎ を 舞台 に 
開催 。 こ の ラウ ンド か ら 参 戦 を 開始 し た 佐藤 天麻 
は 12 位 で レー ス を 終え た 。 


| イン ディ カー レー ス の 開催 も 延期 に な っ て いて 、 


バー チャ ル で は あり ます が 、 応 援 し て くだ さる ス 
ポン サー の みな さん 、 フ ァ ン の みな さん に 少し で 
も 自分 の 走り を 見 て も ら え れ ば と 、 初 め て の オン 
ライ ン シ ミ ュ レ ーション レー ス に 挑戦 し まし た ] 
と レー ス に 臨ん だ 丈 磨 は 語っ た 。 

| イン ディ カーiRacing チ ャ レン ジ は 、 バ ー チ ャ 
ル で ある 以外 は ほとん ど 本 物 と 同様 の オペ レー ン 
ョ ン に な り ま す 。 レ ー ス コン トロ ー ル が あり 、2 
日 間 の 合同 練習 や 、 チ ー ム の エン ジニ ア た ち も オ 
ン ラ イン で 日 夜 バ ッ ク ア ッ プ する な ど 、 本 当 に 真 
剣 な レー ス で す 。 今回 は 10 年 前 まで イン ディ ジ 
ャ パン を 開催 し て いた ツイ ン リ ンク も て き ぎ が 龍 台 
で し た の で 、 私 も オン ライ ン レ ー ス の デビ ュー 戦 
な が ら 気 合 充 分 で し た 」 

そん な 球磨 だ が 、 序 盤 の 混戦 の な か で 姿勢 を 乱 


ラー ソン が 人 種差 別 発言 で 
シート と スポ ボン サー を 喪失 
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Text : autOSDOrt web 


の 020 年 の NASCAR カ ッ プ シリ ー ズ に 参戦 


し て いる チッ プ ・ ガ ナッ シ ・ レ ー シ ン グ が 、 


4 月 12 日 に 行なわ れ た e スポ ー ツ イベ ント 中 に 
人 種差 別 発言 を し た カイ ル ・ ラ ー ソ ン を 解雇 し た 
と 発表 し た 。 

ラー ソン は 12 日 、 モ ン ツ ァ ・ サ ー キ ッ ト の 旧 
コー ス 、 オ ー バ ル 区 間 を 使用 し た バー チャ ルレ ー 
スイ ベン ト 『 モ ン ツ ァ ・ マ ッ ド ネス 』 に 参戦 。 そ 
の 練習 走行 中 に スポ ッ タ ー と の 交信 が 途切れ る ア 
クシ デン ト に 見 交わ れ た 。 

この 際 、 ア フリ カ 系 アメ リカ 人 で ある スポ ッ タ 
ー に 向け た マイ クチ ェ ッ ク 中 に 人 種差 別 用 語 で あ 
る “N ワ ー ド ” を 品 に し た 。 こ の イベ ント は 練習 
走行 を 含め た セッ ショ ン が イン ター ネッ ト を 通じ 
て ライ ブス トリ ー ム 配信 され て お り 、 ラ ー ソ ン を 
含む 全 選 手 の 会 話 も 配信 され て いた た め 、 ラ ー ソ 
ン の 発言 も 世界 中 に 拡 敵 。 差別 用 語 へ の 驚き と 抗 
議 の 声 が 世界 中 か ら 集 まっ た 。 
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に ーー ョ っ こい 王 


し た エリ オ ・ カ スト ロ ネ ベ ス の クラ ッシュ に 巻き 
込ま れ て し まい 、 ほ ば 最後 尾 に 後退 。 現実 の レー 
ス な ら そ の まま リタ イア と な る と ころ だ が 、 シ ミ 
ュ レ ー タ な ら で は と 言え る 『 フ ァ ス トリ ペア が 
1 回 の み 可能 。 こ れ で 丈 磨 は 戦線 に 復帰 し 、 追 い 
上 ば げ を 見 せ た 。 

| レース は 序盤 の アク シ デ ン ト に 巻き 込ま れ て し 
まい 、 残 念 な が ら ほ ば 最後 尾 か ら の リス ター ト と 
な っ て し まい まし た が 、33 台 の エン トリ ー が あ 
る な か で 、12 位 まで 順位 を 上 げ て チェ ッ カ ー を 
受け る こと が で きま し た 」 と 球磨 。 


翌日 、 ラ ー ソ ン は 自身 
の Twitter に ビデ オ を 投 
稿 し 、 自 分 の 声 が 配信 さ 
れ て いた と は 知ら な か っ 
だ と し た 上 で 、 発 言 を 謝 
罪 し て いる 。 

し か し 、 事 態 を 重く 見 た NASCAR は ラー ソン 
に 無期 限 の 出場 停止 処分 を 下す こと を 決定 。 
NASCAR の オフ ィ シ ャ ルパート ナー で ある レー 
スシ ミュ レー タ liRacing]】 も ラー ソン の アカ ウ 
ント を 利用 停止 と し た 。 さ ら に 、 こ れ ま で ラー ソ 
ン の キャ リア を 支え て きた 大 ロス ポン サー で ある 
マク ドナ ルド や クレ ジッ ト ・ ワ ン ・ バ ンク 、 そ し 
て シボ レー まで も が ラー ソン と の スポ ン サ ー 契 約 
を 解除 する 事態 に まで 発展 する と 、2014 年 か ら 
ラー ソン を 起用 し て きた チッ プ ・ ガ ナッ シ ・ レ ー 
シン グ も 契約 解除 を 発表 。 チ ー ム と の 共闘 体制 7 
年 目 に 思い も し な い 形 で 終止 待 が 打 た れ た 。 


珠 磨 は 医療 従事 者 へ の 感謝 を 示す と と も に 、 

ファ ン に 向け て は . | 自覚 を も っ た 行動 で 一 緒 

に 乗り 切っ て いき まし ょ う 」 と も コメ ント 。。 = 
| コー ス 上 で の バト ル は いつ も レー ス し て いる ド 
ライ バー の 癖 な ども 見 えて 本 当 に 面白 い 反 面 、 と 
て も コン ペティ ティ ブ な フィ ー ル ド で し た 」 
丈 磨 は 4 月 25 日 に 行なわ れる 第 5 戦 に も エン 
トリ ー を 予定 し て いる 。 コ ー ス は サー キッ ト ・ オ 
ブ ・ ジ ・ ア メリ カズ (COTA) だ 。「 来 週 は ロー 
ドコ ー ス の COTA が 鞭 介 と な り ま す 。 オ ー バ ル と 
は また 違っ た 難し さ が あ っ て 、 大 き な 挑 戦 に な り 
ます が 、 シ ミュ レー タ に 慣れ る た め に も 、 さ ら に 
練習 を 宣 ね て 挑み た いと 思い ます | と 球磨 は 意気 
込ん だ 。 


e スポ ー ツ 中 に 差別 用 語 を 口 に し た こと で 、 ラ ー ソ ン は スポ ン サ ー 
どこ ろか シー ト ま で 失う こと に な っ た が 、NASCAR の e スポ ー ツ イ 
ベン ト で は 、 ダ レル ・ ウ ォ レ ス Jr. が レー ス 中 の クラ ッシュ に 怒り を 
表し 、 レ ー ス を 途中 で 投げ 出す “キレ 落ち " を し た た め 、 タ イト ル 
スポ ン サ ー を 和 失う と いう 事態 も 起き て いる 。 
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ルイ ス バス コ ン セ ロス @ Luis Vasconcelos 


Nationality : PORTUGAL 


危機 的 状況 で F1 が た どる べき 最善 の 道 


Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo : XPB 


何より も 参加 者 保護 の 施 索 を 


= の 世界 全体 と 同様 に 、F1 も 3 月 初め か 

ら 宙 に 浮い た よう な 不安 定 な 状態 に ある 。 
世界 的 に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 流行 が 抑 
制 さ れ 、 ほ ば 終息 する まで は 、 現 在 の 状態 が 続 
く こ と を 覚悟 し な けれ ば な ら な い 。 そ し て 、 他 
の あら ゆる ビジ ネス が そう し て いる よう に 、 
F1 も 経済 的 損失 を 最小 限 に 抑え な が ら 、 で き 
る だ け 早 い 時 期 に 活動 を 再開 する 計画 を 取り ま 
と め よ うと 春 走 し て いる 。 

と ころ が 、 こ の スポ ー ツ に お ける 中 心 的 メン 
バー の 一 部 は 、 お そら く は パニ ッ ク に 陥っ た 未 
に 、 あ まり 賢明 と は 思え な い ア イデ ア を 口 に し 
始め た 。 ロ ス ・ ブ ラウ ン が 推す 無 観客 レー ス も 、 
そん な アイ デア の ひと つ だ 。 ま た 、 マ クラ ー レ 
ン の ザッ ク ・ ブ ラウ ン は 、 一 部 の チー ム が 欠場 
を 強い られ た 場合 に は 、 過 去 に 用 いら れ て いた 
有効 ポイ ント 制 を 復活 させ る べき だ と 提案 し て 
いる 。 

状況 が 好転 し て 普通 の 生活 が 戻っ て きた と き 
に 、 す ぐさ ま レ ー ス を 開催 で きる よう 準備 を 整 
えて お く の は 当然 の こと だ 。 し か し 、 目 先 の 困 
難 に 対処 し よう と 抽 速 な 反応 を する こと だ け は 、 
何と し て も 避け ね ば な ら な い 。 グ ラン プリ ・ レ 
ー シ ン グ に は 、 長 年 に わた っ て 機能 し て きた 伝 
統 的 な シス テム が ある 。 将来 に 向け て 調整 や 見 
直し は 絶え ず 行なう と し て も 、 こ の 一 年 を 生き 
延び る た め だ け に 革命 的 な 、 あ る い は 劇薬 の よ 
うな 了 臨時 措置 が 必要 で ある と は 思え な い 。 

取り 沙汰 され て いる アイ デア の うち 、 理 に か 
な っ て いる と 思わ れる の は 、 カ レン ダー に トリ 
プル ヘッ ダー を 取り 入れ る こと くら い だ 。 パ ド 
ッ ク で 働く すべ て の 人 に と っ て 、 こ れ が あま り 
に 過酷 で ある こと は 2018 年 シー ダン に 証明 さ 
れ て いる 。 だ が 、 今 度 は ひと つの 週末 を 2 日 間 
に 短縮 し た 上 で 3 連戦 と する の だ 。 こ の フォ ー 
マッ ト は 選手 権 の 将来 を 見 据え た テス ト ケ ー ス 
に も な りう る 。 た だ 、3 つ の レー ス が 地理 的 に 
近い 場所 で 開催 され 、 身 体 的 に も 負担 が 大 きい 
長 距離 フラ イト を 避け られ る こと が 条件 だ 。 た 
と えば 、 オ ー ス トリ アプ ハン ガリ ー プ アゼル バ 
イジ ャ ン と か 、 イ ギリ スプ ベル ギー オラ ンダ 


いま だ 開幕 の 目処 が 立っ て いな い F1 


関係 者 は ロ 々 に "次 の 一 手 "を 主張 し て いる が 
F1 の 未来 を 考え れ ば 選択 すべ き 道 は 限ら れ て くる 


と いっ た 3 連戦 は 充分 に 可能 だ ろう し 、 フ ライ 
アウ ェ イ で あれ ば シン ガ ポ ー ル / 日 本 / 中 国 と 
いう 組み 合わ せ も 考え られ る 。 

いずれ に し て も 当面 の 最 優先 事項 は 、 現 在 の 
10 チ ー ム と パワ ー ユ ニッ ト を 供給 する 4 つの 
マニ ュ フ ァ ク チャ ラー が 、 少 な く と も 今後 5 年 
間 は F1 参 戦 を 継続 で きる よう に する こと だ ろう 。 
ウイ リア ムズ や ハー ス が 危機 的 状況 に ある こと 
は いま や 公然 の 秘密 だ が 、 ウ イリ アム ズ 家 が チ 
ー ム の 株 式 を 売ら ざる を えな く な っ た り 、 ジ ー 
ン ・ ハ ー ス が F1 に 失望 し て 手 を 引い た と し て も 、 
彼ら の チー ム を 引き 受け る こと に 前 向き な 投資 
家 た ち は い る 。 も ちろ ん 、F1 は 小 規 模 チ ー ム 
に と っ て も 魅力 的 で 、 充 分 な 利益 を 出せ る も の 
に な る べき だ 。 し か し 、 そ れ 以 上 に 重要 な の は 、 
や は り 自 動車 メー カー の 本 業 が 大 き な 打 撃 を 受 
け て いる この 時 期 に に メル セ デ ス 、 フ ェ ラ ー リ 、 
ホン ダ 、 ル ノー の 各社 が F1 に と ど ま れ る 環境 
を 作っ て いく こと だ 。 

これ は シン プ ブル か つ 効 果 的 で 、 か つ 誰 も が 思 
恵 を 受け られ る 、 あ る 施策 で 実現 で きる 。 パ ワ 
ー ユ ニッ ト の 開発 を 2025 年 末 ま で 凍結 し 、 マ 
ニュ ファ クチ ャ ラー の 費用 負担 を 大 幅 に 削減 す 


る の だ 。 た だ し 、 完 全 な 凍結 で は な く 、 毎年 ひ 
と つか ふた つの トー クン を 用 いて 、 あ まり 費用 
は か か ら な いな が ら も 、 パ フォ ー マ ン ス の ゲイ 
ン は 期待 で きる 領域 で の 研究 開発 は 行なえ る よ 
うに する 。 そ れ と 同時 に 、 各 社 が 独立 系 を 含む 
2 チーム 以上 に パワ ー ユ ニッ ト を 供給 し 、 開 発 
に か か る コス ト を 除い た 実費 の み を 請求 する こ 
と を 義務 づけ れ ば 、 小 規模 チー ム へ の 支援 策 に 
も な る は ず だ 。 

結果 と し て 、 マ ニュ ファ クチ ャ ラー 各社 は 現 
在 よ り も ずっ と 小さ な 予算 規模 で 、 重 要 な マー 
ケティング ツー ル で ある F1 で の 活動 を 続け る 
こと が で きる 。 毎年 、 研 究 開発 と それ に 必要 な 
人 員 に 注ぎ 込ん で きた 、 数 千 万 ドル と いう 経費 
の 削減 が 可能 に な る か ら だ 。 ま た 、 パ ワー ユニ 
ッ ト の 価格 が 下がる こと で 、 独 立 系 6 チーム の 
厳し い 財 政 も 少し は 楽に な る だ ろう 。 

まもなく 訪れ る 景気 後退 か ら 世 界 経済 が 回 復 
する まで (それ に は 2 て 3 年 を 要する と 経済 問 
題 の 専門 家 は 予想 し て いる ) 、F1 コミ ュ ニ ティ 
の 全員 が 生き 延び る た め に は 、 パ ワー ユニ ッ ト 
の 開発 凍結 が 最善 の 道 で ある と 、 私 は 信じ て 疑 
わな い 。 


ツウ ゆこ 
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いま は 亡き 「 と に か く ク ー ル な 時 代 」 に 思い を 務 せ て 


じつは 30 年 以上 継続 し て 開催 され た トッ プ カ テ ゴリ ー が 存在 し な い ド イツ モー ター スポ ー ツ 界 
今回 は "太く 短 ぐ 隆盛 を 極め 、 い まで も 語り 継が れる レー スシ リー ズ の 様子 を 振り 返っ て みよ う 


Translation : 新井 宣之 (Nobuyuki Arai) 
Photo : GruDpe C 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 流行 に より 多く 
の 時 間 を 自宅 で 過ごし て いる せい で 、 平 時 より 
も 読書 時 間 が 長く な っ て いる 今日 この ご ろ 。 最 
近 読ん だ 物 の な か に は 「『Einfach eine geile 
Zeit] と いう 題 の 、1972~85 年 まで 主 に グル 
ー プ 5 規定 の も と ドイ ツ 国 内 で 開催 され て いた 
ドイ ツ ・ レ ー シ ン グ カ ー 選 手 権 (DRM) に 関 
92 ホ の 0 の SG ラ 回 ほ 二 作 0 ド ( ノ /( 
隆盛 を 極め た DRM に つい て 語っ て いこ う 。 

じつは 、 ド イツ に は 30 年 以上 継続 し て 行 な 
われ て きた トッ プ カ テ ゴリ ー は 存在 し な い 


(DTM は 96 年 に 一 度 終 騙 を 迎え て いる )。 だ が 、 


DRM 全盛 期 の 様子 を 知れ ば 、 こ の シリ ー ズ が 
も っ と も 偉大 な 選手 権 の ひと つ で ある と 位置 づ 
けら れ て いる と し て も 不思議 で は な く な る 。 
DRM は 72 年 に スタ ー ト 。 こ の 年 に 初代 チャ 
ンジ ピオ ルン と な だ か ンス に ョ 72 に スタ フク 
が ドラ イブ し た の は 、 フ ォ ー ド ワー クス の カプ 
リ で あっ た 。 翌 73 年 に は BMW も ワー クス 参戦 
を 開始 。 ポ ル シ ェ は 有力 プラ イベ ー タ ー に マシ 


ン を 供給 する 体制 を 敷き 、 真 っ 向 勝 負 に 挑ん だ 。 


5(a 還 0 り 0 の ラン バル アンク と 国 
外 か ら の ドラ イ バ ー の エン トリ ー も 相次ぐ 盛況 
NE つこ 。 

シリ ー ズ が 最高 の 盛り 上 が り を 見 せ て いた の 
は 77 年 。 こ の 年 に は 、 当 時 BMW モー ター スポ 


ー ツ を 率い て いた ヨッ ヘン ・ ニ ー ア パッ シュ が 、 


メニ カニ か ら 強 訪 な 居 ボ ニー ド を 選 け だ た ン ョ ニア 
チー ム 構 想 を ぶち 上 げ け 、 周 囲 を 区 か せ た 。 実際 
に 320S の ワー クス マシ ン を 3 台 投 入 し 、 マ ン 
フレ ッ ド ・ ヴ ィ ン ケ ル ホ ッ ク 、 マ ルク ・ ス レー 
ル 、 エ ディ ・ チ ー バ ー の 若手 3 名 が その ステ ア 
リン グ を 握っ た 。 そ の 一 方 で 、 ラ イ バ ル の ポル 
mee go2 ク ドリ ンー と レル ウー リィ リク 
ス を 起用 。 “ベイビー” と 呼ば れ た 935 を ノリ 
スリ ンク 戦 と ホッ ケン ハイ ム 戦 で 走ら せ 、 話 題 
を 呼ん だ 。 ま た 、 シ ー ズ ン 中 盤 に は トヨ タ も シ 
ュ ニ ッ ツ ァ ー・ モ ー タ ー ス ポー ツ が 開発 し た セ 


リカ で 参戦 を 開始 。 お よそ 20 万 人 も の 観客 が 
集まっ た この 年 の ノリ スリ ンク 戦は 、DRM 史 
上 最高 の レー ス だ っ た と 多く の 専門 家 が 口 を そ 
ろ え る ほど で 、 シ リー ズ は まさ に 絶頂 期 を 迎え 
2Uyee 2 の シー シン leM ル ン トト 
メレ ン の 手 に より ポル シェ が 悲願 の 初 タ イト ル 
を 獲得 し て いる 。 

ちな み に 、DRM で フォ ー ド 以外 に タイ トル 
を 獲得 し た ドイ ツ 国 外 メ ー カ ー と し て は 、 ラ ン 
チア が 挙げ られ る 。80 年 に は 2 度 の 王者 ハン 
ス ・ へ ヘイ ヤー が 同 ブ ラン ド の ワー クス チー ム に 
川 ク 二 パ ニタ 5 ショ ルレ 還 の ドラ ョ リク 
| 5 ラリ ンク 0 の クッ クン に 
われ た も の の 、 史 上 初 と な る 3 度目 の 戴冠 を 果 
た す と 同時 に 、 ラ ンチ ア に 栄冠 を も た らし た 。 
32S10 人 年 クラ ウス ルド の ク が ラオ 
ニコ ド ・ カ ブリ ターボ で チャ ン 和 オン に た 輝い た 
が 、 す で に DRM は 全盛 期 を 過ぎ て いた 。 シ リ 
ー ズ は スポ ー ツ プロ ト タ イ プ カ ー へ の 移行 期 と 
な り 、 グ ルー プ C カー の 衝 壇 場 と な っ て いた 。 


ルネ ・ デ ・ ブ ー ル 


Rene de Boer 

DTM、 WEC、WTCR や 各種 耐 外 レー ス を メイ ン に 
取材 。 ス キー 競技 の ライ ター 業 も こなす ドイ ツ 在 住 
オラ ンダ 人 ジャ ー ナ リス ト 。 


シリ ー ズ 最終 年 と な っ た 85 年 に は 、 ツ ー リ ン 
グ カ ー が 主体 の ドイ ツ プ ロダ クシ ョ ンカ ー 選 
権 も すでに 設立 され て いた 。 や が て DTM へ と 
名 称 を 変え る この シリ ー ズ は 、 す で に DRHM を 
凌ぐ 人 気 を 博 し て いた の だ 。 

こう し て DRM は その 歴史 に 幕 を 下ろ すこ と 
に な っ た が 、 そ れ で も DRM が ドイ ツ と ヨー ロ 
2 の コー クー ら 22N こ ドコ の に る 2 
は 間違い な い 。 当 時 、 専 門 誌 に 寄稿 する ジャ ー 
ナリ スト と し て DRM を 追っ て いた ウー ベ ・ マ 
寺 く ( 故 ソス タク アー ョ クーン シノ (る と 
[Simlpy a cool era (と に か く ク ー ル な 時 代 ) 」 
だ っ た と の こと 。 こ の 言葉 が この 時 代 の すべ て 
0 癌 了 OO 当る 

IEinfach eine geile Zeitll は ドイ ツ 語 で 出版 
され て いる が 、 写 真 を 見 る だ け で も 当時 の 様子 
が 良く 分 か る と 思わ れる 。 ま た 、 近 年 は 機械 翻 
訳 の 精度 も 上 が っ て き て いる の で 、 日 本 の 方 も 
読む こと が で きる だ ろう 。 興味 が わい た ら 一 度 、 
調べ て みて は いか が だ ろう か 。 


14 シ ー ズ ン で その 歴史 に 幕 を お ろ し た DRM。「『Einfach eine geile Zeitll に は 、 上 臨場 感 た っ ぷり の テキ スト や 当時 の 写真 の ほか 、 リ ザ 
ルト や スタ ッ ツ な ども 掲載 され て いる 。 通販 な ど で 入 手 し 、 自 宅 待機 の 合間 に 楽し む の も いい か も し れ な い 。 


みん な で 考え る 明日 の モー ヨー スポ ー ツ | ーーー 


Text 


大 串 信 


Makoto Ogushi 


エア タイ ム ア タ ッ ク に 興味 津々 。 


新 型 コ ロナ ウイ ルス の 墓 延 は 容易 に は 
収束 し そう も な い 。 シー ズン 開幕 が 
延期 され た ば か りか 、 不 要 不 急 の 外出 を 和 目 
腐 す る よう 国 か ら の 要請 を 受け て 自宅 へ 引 
き 籠 も ら な けれ ば な ら ず 、 和 気分 は 鬱屈 する 
ば か り だ 。 

し か し こん な 状況 を 受け て 国内 レー スズ 業 
界 は 、 行 き 場所 を な くし た レー ス フ ァ ン を 
回 別 且 SS ませ よう と イン ター トド 
を と お し て さま ざま な サー ビス に 乗り 出し 
て くれ た 。 た と えば NAKAJIMA レー シン 
ク の あの 2 介 NN レラ ンク シク クン の ペデ パー 
クラ フト 、TOM S や HONDA の サイ ト で 
は レー シン グ カ ー の 塗り 絵 な ど 、 自 宅 に い 
な が ら 手 先 を 動か し て 気分 転換 が で きる 素 
材 が 入手 で きる 。 

山下 健太 、 宮 田 痢 朋 た ち e レー シン グ を 
得意 と する 選手 た ち が 、 早 々 に 彼ら の レー 
ス を 観戦 で きる 環境 を 構築 し て 公開 し た こ 
! 邊 は 因 い の 聞 二 90 い まさ の レ ー シ ン グ ド 
改 イ バー だ / 縛 思 際 た 。 サ ッ シ ャ ・ フ ェ 
ネス トラ ズ が 、 自 宅 で の 過ごし 方 を ムー ビ 
ー に し て 見 世 C くれ た の も 楽し か っ た 。 

これ ら の サー ビス の な か で 、 僕 が も っ と 
も ウケ た の は 「ARTA エ ア GT タ イム アタ 
2 川 さ いう 介 画 に っ た 。 これ は 年 今年 
ARTA に 所 属し て スー パーGT を 戦う 予定 
だ っ た 高木 真一 、 大 湯 都 史 樹 、 野 尻 智 紀 、 
福住 仁 額 が 、 ス テア リン グ の み を 持っ て イ 
メー ン の 杜 で サー キッ ト の タイ ム ア タ ッ 
ク を 行ない 、 あ ら か じ め 決 め ら れ た 基準 タ 
イム に 対し て 正確 性 を 競う 様子 を YouTube 
動画 で 見 せる と いう 趣向 の 動画 で ある 。 鈴 
木 亜久里 と 土屋 圭市 が その 戦い を 解説 する 
の だ か ら デ ラッ クス で ある 。 

現在 公開 中 の 第 1 戦は 、 現 実 の スー パー 
GT 開幕 戦 が 開催 され る 予定 だ っ た 岡山 国 
際 サ ー キ ッ ト が 課題 で 、GT300 で は 1 分 
25 秒 00、GT500 で は 1 分 17 秒 00 が 基準 
タイ ム と な っ た 。 高木 と 大 湯 は GT300、 
野尻 と 福住 は GT500 で 対戦 し た が 、 そ の 
決着 は 動画 を 観 て の お 楽し み だ 。 


Photo : 小笠 原 中 士 (Takashi Ogasawara) 


2 の 0 ドラ イニ が レコ ピク シノ クス 
ツ を 芽 込み ステ アリ ング だ け を 持っ て 操作 
する 様子 は 、 ま る で ふざけ て (そもそも 高 
木 は わざ わざ 「 バ スタ ブ | に 収まっ て 走行 
0 四 較 いる よう だ が 上 と ん で も な 
エア タイ ム ア タ ッ ク に は 単なる 余興 と し て 
片付け る わけ に は いか な い 奥 深い 意味 が あ 
②007 と いう の も 。 レニ ンジ シク ノド ラロ 0 
ー は 目 常 か ら エ アタ CM の 2 ク 402 
ント レー ニ ンク (IM 0 の の 5 こ ) 
当然 、 そ れ だ け 見 応え が ある 。 

それ に つい て は 動画 の な か で 亜久里 と 土 
屋 が 語っ て いる けれ ども 、 僕 自身 に も 思い 
出 が ある 。 そ の 昔 、 片 山 右京 が 現役 F1 ド 
ライ バ デ だ 5 た 頃 の こと だ 。 

GO の 02025200/ の は 太 れ だ た が 
F1 の パドック で 走行 を 前 に し た 右京 が お 
も むろ に 目 を 閉じ て イメ ー ジ トレ ー ニ ング 
を 始め た の だ っ た 。 

その 真剣 な 様子 に 、 ど うな る か と 緊張 し 
て 事態 を 見 守っ た の だ が 、 1 ラッ プ を 終え 
2 の 目 ( 必 人 つた らい クタ イミ ンク で 
右京 は 突然 ば た り と 動き を 止め た 。 

1? ]」 と こち ら が 戸惑っ て いる と 、 目 を 開 
けた 右京 は 舌打ち し な が ら こ う 言 っ た も の 
Me スピ ン し 560 に MI 

その と き 右 京 が 本 気 だ っ た の か ふざけ て 


いた の か は 問い 詰め る こと も で きず 、 い ま 
で も 真相 は 謎 ( 笑 ) だ が 、 レ ー シ ン グ ド ラ 
イ バ ー が イメ ー ジ の な か で コー ス を 周回 し 
トレ ー ニ ング する の は 本 当 で ある 。ARTA 
で は 、GT エ アタ イム アタ ッ ク を 第 2 戦 富 
士 ス ピー ドウ ェ イ で も 開催 する 予定 らし い 
か ら 、 視 聴 を オス ス メ し て お く 。 

国内 外 を 問わ ず 、 今 回 の 世界 的 苦難 の な 
か で 本 来 活躍 する は ず だ っ た 場 を 奪わ れ な 
が ら も 、 ド ライ バー を は じ め と する 多く の 
レー ス 関 係 者 が ファ ン を 少し で も 楽し ませ 
よう と 各 方 面 で サー ビス を 展開 し て くれ て 
いる こと に は 心から 感謝 し た い 。 思 えば 9 
年 前 の 東日本 大 岩 災 の と き 、 物 資 が 不足 し 
て いる 被災 地 へ 向け て 、 レ ー シ ン グチ ー ム 
の トラ ンス ポー ター が 物資 を 満載 し て 出動 


し た と 聞い て 涙 が 出 た 。2 較 遇 間 WC 同 時 に 、 


何 も で き な い 自分 が 情け な か っ た 。 

今回 も レー スズ 業界 が か つて な い 苦 難 に 直 
面 し な が ら 、 な ん と か 少し で も 事態 を 改善 
し よう と 工夫 に 取り 組ん で いる の を 横目 に 
何 も で き な い まま 仕事 場 に 籠 も る し か な い 
目 分 を 情け な く 思 う 。 ど う や ら タ チ の 悪い 
ウイ ルス と の 戦い は 長期 戦 に な り そ う な 穴 
囲 気 だ 。 今度 こそ 何 か レ ー ス 界 に 貢献 で き 
る 衣 こ が がい い が と じっくり 考え て みる こと 
に する 。 
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前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 
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画 に 7 二 蘭 IMSA が 5 月 29 一 30 日 に 
予定 され て いた ウェ ザー テッ ク ・ ス ポー 
ツ カ ー 選 手 権 の 第 5 戦 デ トロ イト を キャ 
ン セ ル す る と 発表 

上 間 に 久 シリ ー ズ が 2020/21 年 シ 
ー ズ ン の 日 程 を 発表 。 今 年 11 月 下旬 の 
鈴鹿 戦 で 開幕 し 、 来 年 1 月 下旬 の セパ ン 
戦 で 閉幕 と な る 全 4 戦 の スケ ジュ ー ル に 
豆 【cre 選 贈 SRO モー ター スポ ー ツ ・ 
グル ー プ 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影響 で 
改訂 さ れ た イン ディ カー の カレ ンダ ー 発 
表 に と も な い 、10 月 3 一 4 日 に 予定 さ 
れる 第 4 戦 イ ン デ ィ ア ナポリ ス 8 時間 が 
イン ディ カー と 併催 に な る と 発表 
NASOARW eNASCAR プ ロ ・ イ ン ビ 
テー ショ ナル ・ シ リー ス 第 3 戦 ブ リス ト 
ル に エン トリ ー し た ダレ ル ・ ウ ォ レ ス 
US クラ ソン ョ 2 キレ 洛 ら たこ 
と で スポ ン サ ー を 失う 事態 に 
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F1 カナ ダ GP の プロ モー ター 
が 、6 月 12 一 14 目 に 予定 され て いた 
2020 年 カナ ダ GP の 延期 を 発表 
SE 鈴鹿 サー キッ ト 、 新 型 コ 

ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 の 影響 に より 延 
期す る と し て いた 第 1 戦 の 日 程 を 発表 。 
1 1 月 中 旬 に 予定 され て いる 最終 ラウ ン 
ド を 2 レー ス 制 と し 、 第 1 戦は 15 日 ( 土 ) 
に 、 最 終戦 は 翌 16 日 (日 ) に 実施 され 
る 見 と お し に 

OTHER 国内 モー ター スポ ー ツ の 
統括 団体 で ある 日 本 自動 車 連 盟 (JAF ) 、 
日 本 政府 か ら 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 
に 対す る 緊急 事態 宣言 が 発令 され た こと 
0 語れ まで 月 90 印 ま IGG 
いた 日 本 選手 権 や JAF 公 認 競 技 会 な どの 
開催 延期 等 の 期間 を 5 月 31 日 まで と す 
る こと を 発表 

OTHER トヨ タ 自 動車 と トヨ タグ 
ルー プ 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 に 
と も な い 医 療 現 場 な ど へ の 支援 を 行なう 
と と も に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 収束 後 
の 復興 の 牽引 役 を 目指 し 、 企 業 体質 を 強 
他 較 の Q い ' ぐ 発表 
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還 論 / 蘭 較 シリ ー ズ が 新型 コロ ナウ 
イル ス 感 染 症 の 流行 に より 延期 し て いた 
第 1 3 戦 の 日 程 を 発表 。 6 月 27 日 の 
4 時 間 レ ー ス で シー ズン 開幕 へ 
OTHER モビ リティ ラン ド 、 同 社 
が 運営 する 鈴鹿 サー キッ ト と ツイ ン リ ン 
ク も て ぎの 全 施 設 を 4 月 10 日 より 臨時 
休業 する と 発表 。 営 業 再開 日 は 5 月 11 
日 の 予定 と し た も の の 、 社 会 情勢 を 注視 
居 2C の ら / の (6 告 和 の る 0 の 0 
中 ん KOED8D 語 の ド で 
5 月 中 に 行なわ れる 予定 だ っ た 参加 型 レ 
ー ス も 中 止 さ れ た 

OTHER ペー ター・ オ ー ト と ACO、 
7 月 2 て 5 日 に サル ト ・ サ ー キ ッ ト で 開 
催さ れる 予定 だ っ た 第 10 回 ル ・ マ ン ・ 
クラ シッ ク を 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感 
染 拡 大 の 影響 に より 、2021 年 7 月 1 一 
4 日 に 延期 する と 発表 

OTHER 公益 社団 法人 自動 車 技術 
会 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 と そ 
の 影響 長期 化 の 状況 を 鑑み 、9 月 8 一 
12 日 に 静岡 県 の 小 等 山 総合 運動 公園 ( エ 
コパ ) で の 開催 を 予定 し て いた 第 18 回 
学生 フォ ー ミ ュ ラ 日 本 大 会 2020 を 中 止 
する と 発表 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 4 月 17 日 ( 金 ) 時 点 の も の で す 
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SF シリ ー ズ を 運営 する 日 本 
レー スプ ロモ ーション (JRP) が 2020 
年 シー ズン の 開催 概要 に つい て 発表 。 ポ 
イン トシ ステ ム や ピッ トス トッ プ 時 の 作 
業 要 員 な ど に 関す る ルー ル が 変更 され る 
に ae 

SE JRP が 公式 ホー ムペ ー ジ 
上 に ファ ン に 向け た 倉 下 明 社長 か ら の メ 
ッ セ ー ジ を 掲載 

SE TEAM MUGEN、 富 士 公 


式 合同 テス ト 後 14 日 が 経過 し た 時 点 で 、 


チー ム 内 で 新た な 新型 コロ ナウ イル ス 感 
染 者 は 出 て いな いこ と を 報告 
国 是 ゴ e 選 較 し ・ マ ン 24 時 間 の 公式 ツ 
イッ ター 上 に て 、 過 去 の 同 レ ー ス で 活躍 
し た 名 車 を 用 いた スマ ー ト フォ ン 向 け の 
壁紙 が 公開 され る 

OTHER イン ター プロ ト e シ リー 
ズ 事 務 局 、 同 シリ ー ズ の プラ ッ ト フ ォ ー 
ム を 使用 し た 特別 バー チャ ルレ ー ス を 4 
月 11 日 に 開催 する と 発表 。 野 尻 智 紀 ら 
が エン トリ ー す る こと も 明らか に 
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EE シリ ー ズ と FIA、 新 型 コ ロ 
ナウ イル ス の 感染 拡大 に よる 世界 的 な 健 
康 危機 が 迫っ て いる 状況 を 受け 、 新型 シャ 
シー「Gen2 EVO』 の 導入 を 2021/22 
年 シー ズン まで 延期 する と 発表 
黄 記 (/ ゴ * 世 識 ^ACO が 新型 コロ ナウ イル 
ス 感 染 症 の 流行 に より 9 月 に 延期 され た 
今年 の ル ・ マ ン 24 時 間 の 新た な タイ ム 
テー ブル を 発表 
国 証 りり / ゴ e 夢 較 2 月 に 今年 の し ・ マ ン 24 
時 間 を 最後 に すべ て の モー ター スポ ー ツ 
活動 を 休止 する と 発表 し て いた レベ リオ 
ンー レ ョ ンク ノル ョ ラク 5GI3 7 自 
ラム を 通じ て 活動 を 継続 させ る 可能 性 が 
ある と の 報 道 
20 の 22 ドー ツン 
クツ カン クラ ニラ が 四川 の 
ィ の DTM ドライバー 6 名 が 参加 する バ 
ー チ ャ ルレ ー ス を 開催 する と 発表 
に 百 員 シリ ー ズ と 宣 士 スピ ー ド 
ウェ イ 、 日 本 政府 に よる 緊急 事態 宣言 の 
発令 に と も な い 、 6 月 5 一 7 日 に 予定 し 
て いた 第 3 戦 富 士 24 時 間 の 開催 を 延期 
する と 発表 
OTHER SHO モー ター スポ ー ツ ・ 
グル ー プ 、 6 月 まで の 5 戦 に 加え て グラ 
NZ の 9 し G 雪 われ る ISOI ペ 
ポー ツ ・ チ ャ ン ピ オ ンシップ | を 、 レ ー 
シン グ シ ミュ レー タ の 『 ア セッ トコ ル サ 
・ コ ン ペ ティ ツィ オー ネ 」 を 使用 し て 開 
催す る と 発表 
OTHER ドイ ツ で 開催 され て いる 
「『ADAC GT マス ター ズ 」| の 暫定 カレ ン 
ダー 最新 版 が 公開 。 7 月 31 一 8 月 2 日 
の チェ コ ・ モ スト 戦 で の 開幕 を 目指 す 


「 オ ー ト スポ ボー ツ 」 No.1528 発売 
4/11 se 


OTHER イン ター プロ ト e シ リー 
ズ 「#StayHome レー ス 」 が 開催 。 レ ー 
ス 1 、2 と も に 宮田 痢 朋 が 優勝 を 飾る 
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INDY 佐 朋 丈 磨 、 新 型 コ ロナ ウ 
イル ス 感 染 拡大 の 影響 に より 、 現 実 の レ 
ー ス の 代替 と し て 開催 され て いる バー チ 
ャ ルレ ー ス 『 イ ン デ ィ カ ー・iRacing チ 


ャ レン ジ 」| へ の 参戦 を 表明 。 第 4 戦 か ら 
の 出場 を 目指 す 
GT500 ク ラス に 参戦 する 
TEAM KUNIMITSU、 チ ー ム の SNS 上 
で 2020 年 の 本 番 用 カラ ー リ ング を ま と 
っ た RAYBRIG NSX-GT の 画像 を 公開 
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F1 フラ ンス 国内 に お いて 大 
規模 イベ ント の 開催 が 7 月 半ば まで 禁止 
され る 見 と お し と な っ た た め 、 6 月 下旬 
に 予定 され て いる フラ ンス GP の 開催 も 
不透明 に 

INDYWWM バー チャ ルレ ー ス 「 イ ン 
ディ カー・iRacing チ ャ レン ジ ] 第 4 戦 
の 舞 合 が ソイ シン リ ンク も て さき と な る こと 
が 発表 
黄 思 人 議 プジョー ・ ス ポー ル 、 フ 
ラン ス ・ ベ リ ジ ー の ワー クシ ョ ッ プ 内 で 
『「 プ ジョ ー908』 が 分 解 さ れ 、 ふ た た び 
組み 立て られ る 様子 が 記録 され た タイ ム 
ラプ ス 動画 を ツイ ッ タ ー で 公開 
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1 イギリス に 拠点 を 置く F1 
チー ム が 中 心 と な っ て 発足 し た 「 プ ロジ 
ェクト ・ ピ ッ ト レ ー ン | へ の 医療 機器 の 
注文 が 2 万 件 に 達し た と の 報道 

199 新型 コロ ナウ イル ス の 感 
染 拡大 で 危険 に さら され て いる 子ども た 


ちと その 家族 を 保護 する こと を 目的 と し 、 


シリ ー ズ は ユニ セ フ (国連 児童 基金 ) と 
提携 し 、 同 団体 の 活動 を 支援 し て いく と 
発表 。 募 金 活 動 な ど を 実施 へ 

還 記 / ゴ ッ 玉 較 現役 時 代 の 転倒 に より 下 
半身 不随 と な っ た 元 WGP ライ ダー 青木 
拓磨 を 起用 し 、 今 年 の し ・ マ ン 24 時 間 
へ の 出場 を 予定 し て いた ソー セ ・ レ ー シ 
ング ・ チ ー ム 41 が 、 新 型 コ ロナ ウイ ル 
ス 感 染 症 の 世界 的 な 流行 の 影響 を 受け て 
今年 の エン トリ ー を 取り 下げ る と 発表 
古 ciA/e 研 SRO モ ー タ ー ス ポー ツ ・ 
グル ー プ 、5 月 30 日 に 開催 を 予定 し て 
いた GT ワー ルド チャ レン ジ ・ ヨ ー ロ ッ 
パ の ポー ルリ カー ル 1000km を 、11 月 
15 日 に 延期 する と 発表 。 前 日 に フラ ン 
ス 政府 が 「7 月 15 日 まで 大 規模 イベ ン 
ト の 開催 は 許可 され な い | と いう 発表 を 
受け て の 措置 

NASOARIW チッ プ ・ ガ ナッ シ ・ レ ー 
シン グ 、 4 月 12 日 に 行なわ れ た e ス ポー 
ツイ ベン ト 中 に 人 種差 別 発言 を し た カイ 
ル ・ ラ ー ソ ン を 解雇 し た と 発表 
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F1 ベル ギー 政府 が 8 月 31 日 
まで 国内 で の 大 規模 な イベ ント 開催 を 禁 
lc 応 CIecicEcl ラ atieJD 二 人 ルレ 
ギーGP の 開催 に 暗雲 

F1 の) シン に 
ィ レ クタ ー を 務め る シリ ル ・ ア ビ テ ブー 
ル 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 流行 に 
と も な う F1 へ の 影響 を 受け 、2020 年 シ 
ー ズ ン に ダニ エル ・ リ カル ド が 受け 取る 
は ず だ っ た 報酬 の 一 部 を カッ ト す る こと 
を 認め る 

19 り シリ ー ズ と ユニ セ フ の 提 
携 に より 、 新 た な e スポ ー ツ 大 会 IABB 
フォ ー ミ ュ ラ E ヒ レー ス ・ ア ッ ト ・ ホ ー ム 
・ チ ャ レン ジ 」 を 開催 する と 発表 
画 還 [cge 思 議 SRO モー ター スポ ー ツ ・ 
グル ー プ 、 ベ ルギー 政府 が 8 月 31 日 ま 
で 国内 で の 大 規模 な イベ ント 開催 を 禁止 
9② 選 発表 じ た こ と を けり / 月 29 デ 


26 日 に 開催 され る 予定 だ っ た 第 2 戦 ス 
パ 24 時 間 を 秋 に 延期 する と 発表 
OTHER ドイ ツ 政 府 が 8 月 31 日 ま 
で 大 規模 イベ ント の 開催 を 禁止 する こと 
を 発表 。DTM や VLN の スケ ジュ ー ル に 
影響 か 

OTHER ラン ボル ギー ニ 、 呼 吸 シ 
ミュ レー タ の 共同 開発 と 製造 の た め 、 イ 
タリ ア の 人 工 呼吸 装 ト ッ プ メー カー で あ 
る シア レ 社 に 対し 、 研 究 開発 部 門 が 支援 
を 休 太 2 発表 
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F1 マク ラー レン の マネ ニン 
ジ シク レク の 二 る 2 本 の 65022 ドレ ルス 
・ ザ イド ル 、2021 年 に 向け た メル セ デ 
ス 製 パワーユニット へ の 換装 作業 は 現行 
シャ ンー の 基本 設計 が 変わ ら な いよ う 、 
FIA の 入念 な チェ ッ ク を 受け な が ら 作 業 
を 進め る 方 針 で ある こと を 明らか に 

F1 F1 が 公式 サイ ト 上 で の レ 
ー ス スケ ジュ ー ル 公開 を 取り や め 。 現在 
策定 中 の 改訂 版 カ レン ダー を |「 し か る ベ 
き と き が 来れ ば | 公開 する と 発表 

EE シリ ー ズ が 声明 を 発表 し 、 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 流行 に と も 
な っ て 実施 され て いる レー ス 開 催 凍 結 期 
間 を 延長 する こと を 明らか に 。 従来 は 6 
月 中 の シリ ー ズ 再開 も 視野 に 入っ て いた 
が 、 同 月 いっ ぱい は レー ス が 開催 され な 
いこ と が 確定 
頁 論 蘭 議 シリ ー ズ の 主催 者 が 「6 
月 2 目 選 半 守 呈 お りり) 開幕 002 ョ ピッ 
ト で 尽力 し て いる | と SNS 上 で 表明 
OTHER “ブリヂストン と ブリ デ ヂ ス 
トン 化成 品 お よび ブリ ヂ ス トン ケミ テッ 
ク 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 の 影響 
に よる マス ク 不 足 を 緩和 する た め 、 日 本 
国内 の ブリ ヂ ス トン グル ー プ 従業 員 向 け 
に 、 ウ レタ ン を 活用 し た 簡易 マス ク の 生 
産 を 自社 で 開始 し た と 発表 
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F1 今 シ ー ズ ン 限 り で フェ ラ 

ー リ と の 現行 契約 が 満了 する セバス チャ 

ン ・ ベ ッ テ ル 、 来 季 に 向け て の 契約 に つ 

いて は 今季 の レー ス が 開催 され る 前 に 決 
断 す る 可能 性 が 高い こと を 明らか に 
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4 号 連続 で 掲載 し た as web と の 連動 企 
画 『 メ カニ カル グリ ッ プ の 世界 | も 今回 
で 最終 回 。 い か が で し た で し ょ うか 2? 少 
し ずつ で も 理解 し て いけ ば 、 レ ー ス を も 
っ と ディ ー プ に 楽し め る は ず で す 。 ち な 
み に 、 今 回 の オフ ショ ッ ト は GT 岡山 テス 
ト で 52 号 車 ス ー プ ラ GT300 の アラ イメ 
ント 調整 が 行なわ れ て いる と き の も の 。 テ 


スタ ー に まで カー ナン バー と チー ム 名 が 
刻印 され て いて 、 何 だ か 少し 高級 感 も 漂 
UN ます 


eiO) 』 
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FROM PIT CREW 


念 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 は 確実 に 本 あり ます 。 最近 暇 だ な ぁ と いう 方 は 、 も 


誌 に も 忍び 寄っ て き て いる 。 イ ベン ト そ 


の も の が 延期 ・ 中 止 さ れ て いる 状況 で は 、 


誌面 構成 の 核 と な る レー ス 内 容 や トピ ッ 
ク に 頼る こと が で きず 、 ま た 、 時 事 性 に 
と ら わ れ な い 企 画 モ ノ の 取材 を 実施 する 
に し て も ご 協力 いた だ く 方 々 や 制作 に 関 
わる スタ ッ フ の 安全 ・ 安 心 を 確保 する 必 
要 が ある 。 こ うし た 状況 で は 通常 の 刊行 
サイ クル を 維持 し つつ 、 情 報 読 と し て コ 
ン テ ン ツ を 用 意 す る こと が 難し い 。 そ の 
た め 当 初 は GW 期 間 中 に 行なわ れる スー 
パーGT 第 2 戦 の 模様 を お 届け する は ず だ 
っ た 本 誌 5 月 9 日 発売 号 の 刊行 を や む な 
く 見 送ら ざる を 得 な く な っ て し まっ た ( 詳 
細 は 82 ペ ー ジ )。 楽し み に し て いた だ い 
た 読者 の 皆さま に 申し 訳 な い 気 持ち を 抱 
きつ つ 、 現 在 は 外出 を 自 腐 し な が らら 5 月 


22 日 発売 号 以 降 の 制作 に 取り 組ん で い \ る o 
いま まで は 当たり 前 と 感じ て いた 日 常 が 、 


1 日 も 早く 戻る こ を 祈る ば か り だ 。 
(田中 ) 


供 姜 え 落 ち し た ドラ イ バ ー が スポ ン サ ー 
を 失う と いう これ まで で は 考え られ な い 
よう な 事件" も 起き る な ど 、 あ ら ゆ る 
意味 で @e スポ ー ツ が 盛り 上 が っ て いま す 
ね 。 僕 も 久しぶり に PC で レー スシ ム や 
ら FPS や ら を や ろう か と 思っ て いろ いろ 
と 調べ て いた の で す が 「 グ ラボ 増設 する 
な ら 電 源 も 変え な きゃ いか ん よ な 。 CPU 
も 新しく し た いか ら マ ザ ボ ご と 換え ね ば ] 
と 考え て いく と 、 す べ て の パー ツ を 新調 
し た ほう が いい と いう 結論 に 。 さ て 、 今 
日 びあ まり 流行 っ て いな いよ う で す が 、 ネ 
ッ ト に は 自作 PC の 参考 動画 が た くさ ん 


ろ も ろ ご 検討 し て みて は いか が で し ょ う 
か 。 ち な み に ケ チ ら な い ほ う が 幸 せ に な 
れる と 思い ます よ 。 (きゃ りー) 


@No.1444 か ら 約 3 年 半 、 大 変 お 世話 に 
な り ま し た 。 こ の 度 、 寿 退社 国 
た いと ころ で す が 、 そ ん な わけ も な く 
( 涙 ) 。 今後 は オー トス ポー ツ web で お 世 
話 に な り ま す 。 編集 未経験 だ っ た と ころ 
か ら 、 た くさ ん の こと を 学ば せ て いた だ 
きま し た 。 ま だ まだ 編集 者 と し て は 足り 
な いと ころ ば か り で す が 、web で ひと 回 
り も ふた 回 り も 大 きく 成長 し た いと 思っ 
て お り ま す 。 ホ ンタ ダ F1 の 優勝 も すご く 記 
憶 に 残っ て いま す が 、 一 番 は 佐藤 丈 磨 イ 
ン デ ィ 500 優 勝 で し ょ うか 。 ホ ンダ さん 
の 「『Me and Hondal の CM は いま 見 て 
も こみ 上 げ て 来る も の が あり ます し 、『 イ 
ン デ ィ 500 優 勝 の すべ て に 携 わ れ て よ 
か っ た で す 。 い つか 、 日 本 人 ドド ライ バー 
が F1 で 優勝 する と ころ も 見 た いで すね 。 
(yuka) 


念 永 い 旅 へ 出 ら れ た スタ ー リ ング ・ モ ス 
針 。 じ つ は 日 本 で も 深い 関わ り が あり ま 
す 。1960 年 代 初頭 、 富 士 ス ピー ドウ ェ 
イ は 元 来 オー バル コー ス の 構想 で 、 こ れ 
に 「 地 形 的 に オー バル 化 は 危険 で ある ]」 
と 一 喝 を 入れ た エピ ソー ド は 古く か ら の 
ラッ ルン 86222 の UEaCo 人 昌 、「- 
士 は 国内 随 一 の 高速 コー ス と し て 不動 の 
位置 に あり ます 。 こ の 方 の 指摘 あっ て 今 
日 続く 日 本 の レー ス 文 化 な の だ と 考え る 
と 貢献 度 は 計り 知れ ませ ん 。 改め て 哀悼 
の 意 を 表し た いと 思い ます (マル ) 
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これ まで 3 回 に 渡っ て レー シン グ カー の 基本 を 学ん で きた この 企画 ンー ン デ テ デ 
いま まで の お さら いも 含め て 、 一 歩 踏み 込ん だ 部 分 に 焦点 を 当て < 
最終 回 で は 、 “速い ク ル マ " と は な ん な の か を 考え て みよ う 1] 1 る 
現代 の レー シン グ カ ー は 空力 に 頼る 比率 が 高い が ーーー ーーーー - 
速い クル マ は や は り マ シン その も の の " 素 " の 性 能 が 高い ーー ニー デーーー ン と ーーー 
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メカ ニカ ル グ リ ッ プ 性 能 が 高い レー シン グ カ ー は 、 問 違 w な く 可 www 
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Text : 世良 耕太 (Kota Sera) ンー 。 訪 二 科 
llustration : アラ ブル カ (ALABULKA) この _ 
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1969 年 に 本 田 技研 工業 株 式 会 社 に 入社 し 、 本 田 技術 研究 所 に 配属 され る 。 ホ ン 
ダ 退 社 後 は 英国 に 渡り 、 レー シン グ カ ー コ ンス トラ クタ ーGHRD 社 で 日 本 人 初 の チ た ま 
ー フ デザ イナ ー と し て 活躍 し た 。 帰国 後 は ノバ ・ エ ンジ ニア リン グ に 大 社 し ご 表 

締 役 を 務め る 一 方 、 技 術 部 長 と し て 自ら チー ム の 陣頭 指揮 も 執る 。 多 彩 な 経験 と 
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ツマ” ポエマー ミ マ ぐー ドド K 路 っ 羽 全 っ うふ) 
写 夕紀 0 如 う 7 


| 舞 人 | "| 韻 結 の 岬 鐵 玉 


GS っ お 2J* や 7 喘 計 ロー トー 更 務 
( 王 壮 回 表 G 咽 環 列 人 ) せ 凌 稚 じ 拒 
NG@ ト JJ 公選 必 | の) 様 占 や くせ 晶 No? 
吉 民 唱 冶 型 白 レ せ る し 証 時 つ し hG 
JJ” NG 部 他 G 軸 脳 現 Ro 8 生 守 7 
必 心 へい ドー ド K 事 を や 3 喘 ポ ロー 


エ 
ww 
ふ 
っ 


ーー 


向 


> 咽 つ レレ 昌 令 
me 由 幅 つつ 上 @ 
叶 層 押 表せ ie 
は 拓 LC ) も) Se 
員 コ J 2J レ 
っ ト J 1J ito 
9 咽 
S 1J 
く 
国 


全 
一 ] 


[45.5 : 53.5 以 上 」 (0.5kg 単 位 で 四 # 
ゼロ か ら 車 両 を 作る 


〇 。GT500 は モノ コッ ク を は じ め 主 要 コ ン ポ ー ネ ン ト が 共通 
速い クル マ を 作る た め ( 


リソー ス を 注ぐ べき か が 各 カ テ ゴ リ ー ご と ( 


小さ な 慣性 ] に つい て F1 は 743kg と いう 最低 重量 
と うし て みる と 、 


SF に は 同様 の 規定 は な いた め 「⑪ 回 転 部 軽量 化 ) は ひと し て 


ン メ イク 車両 の SF は へ と し て いる 。 一 方 で 、GT500 は ホイ 


化 さ れ て いる が 、 カ ウル な ど 開 発し ろ は 少な く な いた め 〇 。 ワ 
ー ル の 重量 規定 (F : 9.5kg/R : 10kg) が ある の ( 


配分 も 定め られ て いる が 、 


いる 。 


実際 に は 〇 / 〇 ノ 


を 当て は め た も の 。 


3 カテ ゴリ ー (F1、GT500、SF) の 車 
へ の 4 段階 で 表現 する こと は 難し い の で 、 あ くま で も 相 


GT500 は マル チ メ イ ク の コン ペティ ン ョ 


こ 
呈 
田 


い 多 イヤ | だ 。 
ン が 展開 され て いる た め 〇 。F1 は ピレリ の ワン メイ ク だ が 、 


ソフ トミ ディ アム ハー ド の 3 種類 用 意 さ れ て いる た め 人 へ 、 


昨年 まで は ソフ ト と ミディ ア が あっ た SF は 今季 か ら ソ フト だ 
け の 1 スペック と な る た め ※X と し て いる 。[「③ 和 軽い 車体 ] |[⑫ 


上 の 表 は 森脇 さん が 挙げ て くれ た 「 “速い クル マ ” を 作る 12 
対 的 な 概念 と し て 。 も っ と も 分 か りや すい の は 「⑨ グ リッ プ 


外 ) 長い ホイ ー ル ベー ス 
両 開 発 目 由 度 / 調 整 W 


凶 小さ な 慣性 
の 定義 ] で 、 そ こ ( 


の 


ホー 電 他 せ 事 re し うと " 
[ロー トー 烈 ン 青 会 *^GD 泡 肛 SG 


3 引っ 司 拍 - *%S 必 へ い ド ー ド ^ 


や ぐさ RTNG 地 っ ぶ ャ キャ 思っ 財 る っ) 員 
KG て さか と で 中 っ 衣 マ ー ミ マ 
ーK しゃ セ 」 

結ぶ 烈 ン きい ひし っ ン エ ー 選 軸 っ 遇 公 
て ne で ペー ハ つ を う OOT 帳 
咽 せ 帳 ン きい レ う っ ン 選 下 SG し 昭 活 り 
区 つ し っ nt 公選 心 へ N い ドー に K 先 さ 
ハン マー ミ マ ー ド 遂 や ドコ ユー リロ 
いし 醒 品 会 半 さ し っ ne? QOー ト 攻 ロ 
い ャ ンー 尼 全て G 隊 塚 掴 胡 会 区 で も で で で 
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" 定 る は 最高 速度 と 加速 で 考え る 


速い クル マ は 最高 速度 が 高く 、 加 速 が いい 。 も ちろ ん そ 
の 条件 を 満た す た め に 、 一 番 大 事 な の は エン ジン だ 。 エ 
ンジ ン の 出力 が 高い うえ で 、 さ ら に その 出力 を 邪魔 する 
も の (抵抗 な ど ) を 少な くし た い 。 開発 自由 度 の 高い F1 
は 見 た 目 で 分 か りや すい が 、SF に な る と セッ ティ ング の 
範囲 内 で これ ら 条 件 の 折り 合い を つけ る 難し さ が あ る 。 


F = 駆動 力 (Kg) W= 総 重量 (Kg) 
V / (F-mrW)/CdoA / HP エン ジン の 駆動 力 は 大 きく 、 転がり 抵抗 は 小さ く 
14X = = 上 『 三 (1 Mr 三 転がり 抵抗 係数 ・ 4 
d (F-r W)/Cd/A = (m/S) (の 空気 抵抗 係数 前面 投影 面積 を 小さ く 


Cd = 空気 抵抗 係数 


o : 加速 度 (m/s?) エン ジン の 駆動 力 を 大 きく 、 転がり 抵抗 小さ く 


: 重力 加速 度 (m/s? 2 吉 gp 重量 
C = qO(F-urW-CdpAV2)/(1+ の )W = (m/s2 Bi グリ ッ プ の 高い タイ ヤ 、 回 転 部 重量 小さ く 
9YT1 2 UM Wr 回 吉相 凍 量 (Kg DS 


"止ま る "た め に 必要 な 4 つの 要素 


イラ スト で ホイ ー ル 中 心から 伸び る 緑色 の 矢印 は 便宜 上 
同じ 長 さ と し て いる が 、 ブ レー キン グ 時 は 前 後 そ れ ぞ れ 
に 異な る 荷重 が か か る 。 車体 が 持つ “止ま る 力 ′ と は 前 
輪 制動 力 (Bf) と 後 輪 制動 力 (Br) の 合計 値 で 、 そ の 数 
値 を 高め る た め に は タイ ヤ の 能力 を より 引き 出す 必要 が 
ある 。 そ こ で 大 切な の が 車 重 や 重心 、 ホ イー ル ベ ー ス だ 。 


Bf : 前 輪 制 動力 (N) Br: 後 輪 制動 力 (N) 


Bf+ Br = Woa/qg = (N) 5 人 い 介 の 長い ホイ ー ル ペー ス 


Bf : og/g・(Wf+W oa/g H/L) Br : o/g・(Wr-W oa/g H/L) 


< リ が を こ 観 を ル 

ャ り 走 ク と 点 延 セ 

同和 9 PD 
破 ら マ ス 
Fr = mV27T = (N) 半 い い 速 めも た 一 
し ク る くく る オ が は 

Fr : 車 の 重心 に 掛か る 力 (N) 226 の い 

m : 車 の 質量 (mass) (Kg) 5 凡 ら 当 

V : 車速 (m/s) M 

r : 半径 (m) つ あ 特 る お ナ く 

り た も は の 速 イ 

1 三 」 こ S A 不 

コ 
よ ます だ だ 』 だ ( 庄 祭 
ニニ 3 D f/ う ぐ “ ナ つめ | 

V=3.6YHgr(t+DW) 4 

』u : タイ ヤ と 路面 間 の 摩擦 係数 

g : 重力 加速 度 (9.81m/Sec2?) 

r : 回 転 半径 (m) が ツ す ) 謗 ス テ 
最大 コー ナー 速度 は 人 (Kg テ 先 プ る 明 タ アア 
求め られ る Df : ダウ ン フ ォ ー ス (Kg) に す 遠 し テ ン に 

= モ NN た イダ: 
理論 上 よ 、 コ ー ナ リン グ 時 の 「 最 大 コー ナー た う 人 カ た ッ 1 人 
速度 | は 計算 式 か ら 導 き 出す こと が 可能 だ 。 Poimt クア 信 に コク ス 粗 
動画 で も 解説 され て いる と お り 、 た し か に ル ッ は 対 | マテ 性 
[数 値 当 て は め て みる と 面白 い | (森脇 さ 1 し 二 2 
ん )。 実 際 の レー ス で は 自然 が もち たら すさ ま os マク プレ ルプ アウ 9 
ざま な 外因 (風向 き な ど ) も 絡ん で くる た 軽い 車体 、 大 き な ダ ウン フォ ー ス が す ン “| ジ と い 
め 、 理 論 値 どおり に は な ら な い だ ろ う が 目 グリ ッ プ の 高い タイ ヤ 、 低い 重心 持 る ダ 前 を ン オ い 
間 人 as 幅広 の トレ ッ ド 、 長い ホイ ー ル ベース 2 和 よ 提 0 

叶 | 

ン は テ 先 る い Il 

ダ オア に 際 て ス 

| | キ に は テ 

スバ パ 後 ブフ 発 前 ア 

テ | 輪 ア 生 回 


> き 品 贈 3 さ ) テー へ 主 S 


入山 テー ロ 11 て 誠 の OK へ 。 の の 関 志 


ーーー ェ ーー < 議 呈 中 tmn pm mr imn mm mn 0m 


加速 度 (G 値 ) 


定 速 円 連動 で の 横 G は 
質量 と 旋回 半径 で 決ま る 


ト KG 近く nm っ KAI ト で セー へ (の 
受 ) っ ) っ 心 会 FJGK ふ ト で セー 
AA へ TIRNK ( ト 和 へ 入 ー) け セ AN@G 公 
や ユー し SNG" 

[いい ミレ ゼロ ー ホ トー 玖 選 人 恨 つじ し 揚 ひ セ 
っ t@J%0 和 そ リロ K つ INK へ 心 き 
公 い っ し 麗 コ RM し 層 会 款 ロ 世 会 
iQ っ JsN6R っ て INNK つ し っ 7 
い Q ン 四 つ ふ マモ 下 つ 由 軸 人 3 うつ 尋 
忠 4m 則 つ 公 べべ 捉 司 醤 李 公選 同 
吉 f じ 6 還 諾 全 只 っ 民 全 RS 和 を 本 
ジン 羽 選 穫 せ 財 まで ポ セ " いで” 共 
ャ ー ミ ぐー ド K 路 て 褒 恨 NG 泡 駆 公 仙 
N9 っ J っ ,QTJAJ し | 

ロー ホー 青 会 @ 鱗 唱和 岬 一 て へ や 
ロー ペ ハ ンー 倒 吾 te” ふい ミ ヤル コ 
羽 肌 * 尿 著 G!” いさ っ JNNG 吐 し 回 帳 
つや る 避 JiG 軸 %03S85 FJG イ 一 そ 和 へ 心 
ロー ペ ハ て ゼ ” いさ ルレ GE 所 @ 倒 N 和 を 


やり 肌 *o 昭 し SN JJ 会 レ ON6? 


ゴー 


急 加速 を し た り 急 減速 を し た り 、 


ナリ ング の よう な 円 運動 を し た りす る 


と 、 そ の 度合 い ( 


動 
連 


運 

定 速 円 
質量 が 
『) が 小さ い 


単位 時 間 あ 
中 々 と 変わ る の 


た り の 速度 の 変化 率 だ 。 加 速度 が 地球 
の 引力 と 同じ 9.8m/s 々 な ら 、 そ の と き 


( 


速度 は 大 きく な る 。 こ の イラ ス 


方 向 が 


線 の ぶん だ け 横 G 


見 合っ た 量 の 加速 度 


トー 


は 外向 き の 加 速度 (G 値 ) 
旋回 半径 


トー 


が 発生 する 。 加 速度 と は 、 
の 加速 度 は 1G で ある 。 定 速 直進 
で は 加速 度 は 発生 し な い が 、 
動 を する と 進行 
で 、 物 体 ( 
が 発生 する 。 速度 が 同じ な ら 、 
大 きい ぼ ぽ ど 、 
ほど 加 
ト で は 、 上 方 水平 の 
が か か る 。 


守 葵 し On 3 軸 : コ 6 過 ン ロ 淡 人 で 
是 寺 やや ン つい 〇 ( 男 咽 的 も ン セ 
Nen65J^ 骨 叶 ン 画 シンパ いい ロリ SNe? ふさ 
レ * 横 シン 提 や NeD8” 骨 叶 ン 記 ン ト J 
っ り 公 咽 陣 387 

麹 っ へ ミト Ne 8 人 S り 泡 膨 SMK 壮 
ぷ ぶ 。 いさ トド 巡 舞 宰 生 he 首 陣 度 天 1 うけ 
中 し っ ン シュ っ) Gt や の ロ SN6? 6 和 や 
H へ TS へ (SN@ う や NN ユー ベス )“ 中 
へ TnN で の つむ 望 幸 き 拍 写 選 媒 個 
有 33 欄 時 も らく や 誰 ン ジン" で や 凌 弄 6 


加 板 則 し 人 ン 坦 直人 机 間 fe 


[IN ドーz/ HINSDNOOAO の FTOO っ J7 


PHNTN ュ JHNAN や ンジ で で うし うっ 
"ント いっ で 楽座 し で ので) 
3” SS 公 各 公選 人 つ 置 埋 玖 玉 麗 や NG@ ト JJ 
3 し や で? 2J ト J 公 し 庄 で で 青 公 NO っ J 
ト IJtQ 公 二 じ 6" つ 公 つ | 突 で 】 倒 
SO し せ や っ むっ ぐし で 」 

ざさ の こぶ や 電 万 入 縮 Ne で 3 思 %O? 班 
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むせ SN0 っ せ 所 全 <Q 中 0 ロン 
G 寺 唱 拘 油 還 Ne 打 中 東 間 本 7 | 庄 で 」 
ShJ ュ J 国 担 明 会 人 環 所 JO で 
AN6 公 mn っ 心 下 刊 や さっ や 届 
SEicNeG 全 区 っ へい ミ トド 記 ENe 
角 @ や ドコ ユー%7 


お むく と へ へ へ 品 や や ドコ ユー 会 N? 


息 一 回 り 炎 Q 回 しく と へ ハハ 征 へ 昌 抽 
補 村 Ne ベー 私 多 お くそ へ へ へ @ 下 
震 け いっ ト 民 窟 つ ? 4F 回 "いふ ミト 
敵 ン 掲 人 や 0 8 人 SG や お と 和 へ へ 還 へ 
GSR 地 けい っ し や っ) レス っ rJin? 着 
Ne) SG で で の USN 

・ 必 で エモ G 王 %0 選 咽 墜 唱 前 喉 KTJ 
っ J 

・ ふ で て 巡 論 因 けけ 直 ぃ 品 装 民 や KNOTJ っ J 
・ 冶 固 全 Q@ 悪 崩 和 を で Q 写 し IRStG 
ト J ュ J 

・ 必 で 〒 モ 全開 回 全 ぐ 誤 で っ で の ロ セ 
N0 ト J ユ J 

・ SS 二 会 他 根 つ し っ thJ っ ) 

・ て エミー ロリ 語 固 G 昌 喘 証 虫 は 
天 人 レ %ONGJ ュ ) 

・RHNRG 尋 S 再 固 0G 上 氷 人選 
や NG⑥ ト J ュ っ J 

詞 固 や 長 志 つじ 四散 衝 \@ っ J” ゴ ュ Um 
公 雷 音 つ 忍 朱 維 り SC し 2 っ? NG ヨコ 
< (SN@ うっ せ 避 ) ロ ふ で そ 全 天下 本 
Net6 い お む K と へ へ AN 記 祝 信 も 6 公昭 
Ra” いさ ミド 祝っ し 2N@G し "NG 
部 0134 で や し 馬 交 公 合 で で ” 局 将 ) 
望 固 6 送 肌 衣 明 会 合 玉 0 いさ トド 6 旋 
* や ロー W 私 中 ローG の OO 届 
駿 つ し St0@ JJ 会 しゃ ON6” 則 コ 虹 り 
表 つ じ 揚 玩 選 り R 公 編 で で SD 中 


伝 
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8 
JEG 状 羽 RE 唱 R 全 革 で で きせ ロ 
で” 司 持 6 装 選 2J3QQ 公 会 天 
6 握 NEG 民 0 東 悩 本 " 
ドレ 二 全 人 Q 叫 DJ*01)^ 帳 コ ME 回 
宮 *O や Ne 6 いい S 本 公 守 で で 8 町 一 の 
ご ロー ホー 記 班 会 No っ J0 唱 選 % 公 例 
で te ト J っ JA 悩 " 
IrJSGoCG 記 *% ロ 表 つ し に お に と へ 
へ TAN や 表記 つ 8 セト TJG っ J け 


ふ で て キ @ 画 装 困 机 咽 六 は hhN0 SS は 


ふ ェ モエ ゼ 征 唱 型 回 中 表 つ し 則 由 ロ 上 男 で 
ぶ St@ kJ っ J 公 閑 凡 し セ "マモ 史 咽 け 
忠 け は 6 へ 心 公 渦 陣 じ セ 」 

壮 - つ や p 層 さむ 世 全 つう いつ 会 補 
っ 堪 某 G こ ー 和 紀和 へ 心 ” 正 民 ロロ 層 さ 


人 


ロ 
ロロ 


只 や し 隊 ト ホヤ せ G 
6G 王 細 | を ゆ 箕 
和 へ へ 区 の し レ TI 。/ ヶ 
過 mm m 叶 G ぐ SS し レ し 心 ン 
章 AA を や 心 換 一 必 宮 
と を 次 he し 
7 の KK 無 公 江 側 つつ や 
ロ まお お も お 。 公 選 言 じ Il 
世 し ie 会 直し つ 了 臨 
邊 つ へ 選 R 圭 の MM 所 
こっ 咽 | 6G 正 っ 弄 刀 ネ 
某 … 玉 組 公 SS 刀 補 下 
さ 口中 本 会 全 選 瞭 公 
+6 半 べ 六 人 @ 紀 合せ 
Tp ふ 状 信 し 一 句 
ぐ ゞ | 選者 つ 量 や ie 
IE 回 む ト 可 む 上 っ ね 
品 仕 さ ミ 尋 了 谷 豆 つ 大 
ヽ か か つつ いじ 高 
? て 羽 辻 回 選 公 図 で 選 
と 中 民 唱 で 抗 率 へ 
2\ w ふ R ロ 地 選 つき や m 
へ は 避 G パ 所 人 で 
ン 甘 %Q モ 6 碧 で っ ハ 
ふう ) 避 で て 32J) 言 ふ 団 々 
く へ 妨 ん 必 倒 @G ロ 公 K 
む へ C 宮 / さ 己 並 | お 
交 志 し | 皇 心 < / 
| 会 , 打 トト e タ NAV 
TR 叫 季 補 さそ キ で や 


全体 の 剛性 中 心 を よく 考え て お く 必 要 が ある 。 


やむ 性 全 る の SNe ベー トー く っ ) 
中 で し 中 騒 セ NG@TJ ュ J 公 的 Ne" ペー ハハ 
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宗 由 っ ドン 「 い ミル @ 下 幸 jp⑪ 代 上 
居 | し じ 准 ^ 暑 薄 人 IN で DA へ や 
さ GKT ト し ば きっ っ JGIJaJ3S8T し 
6@ 路 衣 % く 一 6MU 突 D 維 玉 明 
ぐし っ 所 っ 9 io 本 恒 諸 財 人 公 7 
杜 急 S4m6 「 さ ・! の | SO し レ っ ie? 

※ ※ 

6 物 中 忌 や さ ー 人 AA へ IN て ー6 
路 KG 遇 選 し ゃ SG | 癌 @ 欧 や ロ い っ 
My ト J で き ト ふ ぶ 稚 NIR TNG*0 で 3 で 
ぐ ル ハハ へ ロイ ロー ミュ っ)” 了 J@ 模 配 け 
公記 妃 洩 革 ボ "WOQ UNTJ け NO 
し G ふ ャ キ G や ドー スト TNGS20G 凌 
所 3 ぉ pH6 で to? 

[ 音 財 G く 7 ルミ て ハ せ ヘー 人 慎 ば 
Sn 公 瑞 で SS 人 で し も” し 
Jp 路 雇 弓 ト TU し ゃ 命じ 6 玩 Yo 史 
位 つ つつ 7 NG くさ て ハ っ J 民 G 
NH さ K ふ 人 と へ せ 揚 けさ 公 玖 で 
む 8 セ ” し め ゃ さい ふさ ー ミ NN で 電 憎 つ お 
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マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン 


っ 6S じ | 選 IIHG 「 さ 」 し じゃ セ " 

ロー し ば 入 マト ド ポ ー ド セー 本 
2J” で し や p 咽 人 慌 下 由 陣 し じゃ ” モ 
ドー ドー 吐 信 中 款 つや で 必 ド 
ー ベ ベト nh6 雰 務 守 個 Ne SMH 冊 
HH 全 中 <Q で つつ 尋 " GS 公 し 音 時 
こく ミー へ ハ せ 抽 羽 つ し っ あつ SS? トト 
ふ ^ NRNG 半 壮 ロ は ぶ マモ ふつ 会 
蛋 N60 で "NG 掲 補 CR で "NG 恒 
さい ヽ ふ ユ ー ミ 公 尽 nw 電 で J0 や 二 
中 唱 唄 信 し うつ で 


妃 っ し せ ホ ー ス 公 QGW 菜 直 け CS 
会 N0 こ と て と さ G 引 Yo いろ う し? 近 ご 問い 
紀 や レン 将 全 で さっ JJ や 表 凡 " 


いき さま に (ES いも その や いう 
中)S ン 0 近 Ne 民 軒 や p 配 で で で hG“ 
oO べく っ Jp 写 叶 8 他人 っ 全く ミイ て ハ で 
愉 所 EGG Io] 7 

「 の べ っ J3p 回 下 唱 旧 っ お 5)" NH さ K 
ふと うさ いさ ー ミ や 3 所 据 め 公 麗 
さこ? くさ て へ ヘ G 引 * や 8 いさ 
* 公 nn っ 心 赴 短 丈 陽 し っ ie 局 幸 
や 8 で” こく 7// さ ミー て ー ハ や "| 拓 け うっ レ 
SQ 公 (OITN さ や ハモ キー 昌 公 証人 Q ぐ で し や 
ZZKS つ SS っ 5 (RINA) トロ K ィ て 妃 
S 悩 つけ SC し % つ 5 ホー ズ コ つ 
し ゃ っ) しめ 准 で 会 刀 っ 引地 3 っ JIS 
し つ ゃ の” NN で D ポ マ トド 避 堪 ぐ ( く ミ 
トコ ) 尼 NKK 劉 Q 公 つ 居 遂 し も? 
NH さ K ふ と うさ ふさ ー ミ お” 宏 
NQ 公 人 Q 四 っ 二 室 し う hG で く /// さ て 
へ や で 線 っ 悩 つ | 

本 SNeK と NG ふ ャ キ 選 地 皿 つ S 
む で で で ぐさ つら エー し 8” ふ ャ キル 
へ ハー 紀信 恒 し” 操 壮 S ぐ 較 恨 
INRTN し ^ 半 牛 や イー ミ つ 模 配 け 
ャ キ 域 っ 屋 N@hJ 公 回 ? 負 革 し じ 載 
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次 生 チ ェ ッ ク 


0 
地 
G 
1 
〇 ) 


お 衝 ETION 


ルト ン の 予選 は 後半 失速 
だ が その うち 


さこ 
で 
Fa 


し て 、 結 局 年 間 最多 PP は ルク レー 


ル の 6 回 と な っ た 。 


内 大 = 夫 大 7 
宮 放 大 湊 2 < 


昨年 の PP は ルク レー ル が 最多 だ けど …… 


の 4 回 連続 分 は 、| 例 の フェ ラー リ 
疑惑 の と きだ か ら | と いう こと で 、 


次 生 評 は 一 番 低 い 。 な お 、 予 選 で 


3 人 が 1-2-3 と いう 結果 に な っ た 


の は 昨年 は 一 度 き り (た だ し グリ 


ティ 


ルト ン が ペナ ル 


y ド は 。 ハミ 
で 後方 スタ ー ト (【 


)。 


ー 


フ 


娘 友 友 


バトル の 強 さ 
若い ふた り は ま 


荒さ が ある 


に 3 
だ 


も っ と も 
鹿 


が 


る 
安定 感 は か な り 近 い 


フェ ルス タッ ペン と ルク レー 


当 
軍 


り 


F1 は 競り 合い を 勝ち 抜い て 、 ポイ 


ント を 獲 っ て 
大 事 。3 人 の 


が 、 
ル は まだ 荒さ が ある (昨年 の 鈴 


の スタ ー ト 直後 の 2 コー ナー 


(9 記 


な 


ーー 
て 


yy YY 【 


ルク 


れ で も デビ ュー 当時 と 比べ 


る と だ いぶ 落ち 着い て きた 。 


同時 期 の フェ ルス タッ 


ペン より は か な り マ ン 。 


レー ル は 、 


大 文 友 太 け 


ラマ 


(⑳ タイ ヤマ ネジ メン ト 


こよ 
言わ し 


三 | 


ミル トン が 抜群 | 
チー ム の ミス ( 


5。 
ング が 発生 し て アン ダー 


三 | 


り 後半 の タイ ヤ チ ョ イス を 誤っ た 


昨年 の モナ コ で は 、 左 フロ ント の 


2 


と 次 生 は 
め た 。 ク ラッ シュ > 覚悟 の 奮闘 で 、 価 


の 嵐 の な か で 優勝 。 チ ー ム に 「 ル 
値 あ る 1 勝 を 挙げ ける 。 


| タイ ム を 維持 し な が ら タ イヤ を 持 
イス の 腕 に 助け られ た 」 と 


た せる 走り は ハ 


ルト ン の うま さ が 際 立っ た 


1 
に 
7 


昨年 は ハ 


っ 以 C し op” 揚 に 科 人 や し や p ヘ 
85 J で 選 く て きつ お S 公 人 Q ヘ て ロ ー 
つつ 


つつ お で 969Q 人 っ ? NG 舞 置 せ 6 


せつ し じゃ く // ミ て へ 6 丈 『 の | ne? 


| く // ミ て へ ハ 会 拒 信 G せ 刀 つ 公 豆 で 
短 で 590 ささ phH IN 一 つや 
ャ エ く G 陣 思 人 KW っ 6G 全 や つ で や 
5 や つく // ミ て ハ 会い っ 人心 いさ トレ 
け 骨 ひで S4Q2OinSSNeG 公 慌 遇 SN@ JJ 
NQ レ し” hH ネ K 必 代 と へ や くん ペー 
へ 還っ 娠 山屋 会 いさ ー ミ 
3 下っ っ JpSN@ お 3)” へ S っ JO や 
セン シン ふ ャ エエ 公 尺 レ つう あや セ ”" っ) や 
me 反っ っ JOG く // さ ミー っ 
GShNH さ K 必 て うい さ ー ネ パ で 
Jp し し っ や で し つつ 9 NHN へ へ 
・ こ て へ 公 の ンマ ャ キモ wp 刀 逢 っ 
yp^ てこ // ペ イハ や も シ 悪 人 @ し うつ 
刀 会 07 抽 っ る で 公 味 閉 G で さけ 介 
ヘイロー ミ し し っ ぃ 6 昭 田 せ ” 必 へ ぃ GO 
ふ ャ エ ^ー セ S で や りさ へ ふ て で モ G 遇 幼 
6N@1JFJNG 公 0 つう) 表 っ | 
IJG ふ ャ エト AX ヘイ て 起 ボ RG 押せ 
2J ト JJ 地 6 で NG や TOO 会 
[ 盟 回 昔 こと さ 尽 NekJ) 倒 ス て 
へ で て 必 〒 く ミー っ)” そそ や さて いて 6 
+6Q リ リエ 選 KK 心 テ キー や NN て Iih そ て 
ー 公 っ "ITJG 選 慌 し wN@ べ くせ 入 で 
〒G や 8 や 選 全 人 の っ し ちゃ? つつ し 必 
ャ 〒G パ ボ R ロ < で や し 振 じ で 
選 け て ロー し ON0” NO で 公 じ 0 
し レ っ NeG ぜ やく ペー て ハ っ JNN ミ K 必 公 
と し” ミ さい さ ー ミ せく ハミ リロ 層 Yo 


や トー て 公 押 ) 必 会 3 や つて 
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AN YUU? ビー キー な レッ ドブ ル を 乗り こなす フェ ルス タッ ペン の スキ ル 


(マン ンコ ント ロー ル 能 


う 3 人 と も ほぼ 互角 上 
予期 せ ぬ コン ディ ショ ン に な っ た 
と き で も 、 リ タイ ア せ ず に 誰 よ り 


し > ハミ ルト ン 支 文 文壇 支 も 速く 走る こと が で きる ドラ イ バ 


ー は マシ ンコ ント ロー ル が 高い と 
言え る 。 3 人 と も 実力 は 近い と こ 


ee 
ナー で 自爆 。 た だ し 、 マ シン の コ 


GEPZZO 定 の 


( メン タル の 強 さ 


た さと は 違う 部 分 で ハミ ルト ン が 上 
図 太 さ と は 違う 部 分 で ハミ ルト ン 
タッ ク す る 図 太 さ を 、 メ ンタ ル の 


1 に る = 百 過 Y 者 
す . \ ミ 強 さ と 混同 され る が 、|「 それと は 違 
… ハミ ルト ン 胡 文 文雄 う 」 と 次 生 は 言う 。 そ う で は な く 
組み 立て が で きる こと や 余裕 が あ 

友 大 太 ? る こと だ 。 そ れ は 冷静 さ に 近い 。 ハ 

ミル トン は チャ ン ピ オ ン を 何 度 も 

獲得 する こと で 、 メ ンタ ル の 強 さ 


人, 文 文 文 文 7 に 計る が か か っ た 昌 生 だ 。 チー ム 


@ 適応 能力 
ドラ イ バ ー と し て 一 番 重 要 な 要素 


お そら く レ ッ ド ブル の マシ ン は ピ 


ー キ ー で 、 昨 年 の フェ ルス タッ ペ 
「 


My ハミ ルト ン 文 文 湊 : 文 支 ン は それ に 開幕 か ら 順 応 す る こと 


が で きた 。 だ が (ピエ ー ル ) ガス 
リー は うま く 操 る こと が で きず に 


友 Sc 大 S、 で 5 で トロ ロッ ソ に 降格 。17 年 に 、SF 
で あれ ほど 適応 能力 と 速 さ を 見 せ 
た ガス リー が 苦戦 する こと は 予想 


に ) 大 大 大 大 議 計 0364 


し 2 電 まさ 
” ineken 


je0 6 


況 度 だ 一 ふ の 雨 同 よ は 関 方 向 れ で 一 乗 まあ る れれ 。 とら や ま ド 2 い 考 十 
の も か メ た 強 で の 様 う コ し が に を の 乗 つ で け こ す レ と は ルフ 含 れ ラキ | ウ つ え 落 
と な ら ン リ りさ は と に ン て 乗 し 上 昨 メ れ た は ス な が ソ ツ ソ ご フク エ ま そ フル スエ で れ ち 
きつ ハタ を は ス き 雨 見 ト は れ て 年 ル ん て ら も キ し ド ろ エレ ル れ う ル は アッ る は る 
は て ミル 引 ど ポ に で え ロ る き は セ し ど し ル て そ ブ が ラ | ス る に が ど ウ ト 直 す が 
隻 い ル の き う | 速 ち ま 「| ク の ま レ デ ま う ハ が いれ ル 大 | トル タ “な 発 う トト な 誰 と ご とび 
身 る ト 強 離 か ツ い 速 す ルル で し | ス う な ミ 高 る を も き リ だ ツ 次 っ 生 だ せ ど Mi 
は の ン さ し "に 印 く ね 能 マ し た キ は と る ル い こと こ フ ピ ビ い の け ぺ べ 生 た し ろ ず グ 9 こ F 
9 村上 半 語 欠 生 、 "の 』 の ググる で ア 思 の k ト の と きき 1 が コ が らん の と あり に リ 人 と ル 
ィ と チ うれ か は 逆 フ 自 お うら つ ン い だ ン か を ルキ も ンー が 評 き りか コッ ー 経 
、 思 ヤ ! え は せな に エ 体 か " ? け ダ ま ろ が も 考 ス | し ト 4 満 価 の ` "ンプ だ 験 
ト う ン レ で ハ な い ル ル が げ ハ お て 1 すう レレ し え タ な れ 口 ー 点 は 危 他 こ ト が と わ 
を 、 ビ |」 唯 ミ い で クス 優 と ミ そ オ が "か ッ れ る ツ 印 ま | で だ ハバ ハ 機 車 れ 口 低 次 す 
獲 ダ オス ー ル メ す レタ れい ル ら | 強 一 " 下 ま と ぺ べ 象 せ ル すっ ミ 回 に は 「| い 生 か 
ぁ メ ン の の トン ね 1| ッ て う ト く バ < 此 ブ せ  " ン が ん 性 が た ル 避 巻 マ ル と は 2 と 
ぇ な に 強 満 ンタ ーー ル ペ いよ ン そ | 年 ル ん そ は あ "に ^ ?" ト 能 き シ す き 言 年 
憲 状 何 さ 点 が ル は ン る り に の 傾 そ ま に 一 れ 乗 り ま よこ ンカ 込 ン る の 6 


ーーーー、 ーー 
An ーー 
ーー 


IN うつ へ スチ テム 


ン 昨年 の モナ コ で 、 ア ンダ ー に 苦し む 
ンズ ハミ ルト ン を 攻め 立て る フェ ルス タ 
ッ ペ ン 。 山 者 は 接触 し 、 フ ェ ル スタ PP 
之 に ッ ペ ン は 2 位 を 失う 。 勢い と 危う さ 8 
ンー を 感じ させ た レー ス で あう た 。 2 


S0 が 77 昌明 


_AUS BRN CHN AZE ESP MON CAN FRA _ AUI GBR GER HUN BEL IIA RUS _ JPN MEX USA BRA ABU Average 


AUS _ BRN CHN AZE ESP MON CAN FRA AUI GBR GER HUN BEL IIA 


mm 一 ハミ ルト ン 
ー ーー フェ ルス タッ ペン 
Ei ii ーー ルク レー ル 


の 表 は 昨 シ ー ズ ン の 3 人 の 予選 決勝 の 

リザ ルト を 、 左 の グラ フ は 同年 の 獲得 ポ 

イン ト 推 移 を 表し た も の 。 ハ ミル トン の PP 数 
ーー デー 5 回 は 、 彼 が も っ と も 多かっ た 年 (16 年 の 12 回 ) 

SB 3 人 の 獲得 ボイン ト 推移 を の 半分 以下 。 そ れ で も グリ ッ ド を ほとん ど セ カ 

の 9580RESRSRREG83 988 ニン UN ニー ンド ロウ 以内 で スタ ー ト し 、 表彰台 園内 で フィ 
1 の 戦い 方 が 突出 し て いる こ ニッ シュ する と いう 安定 感 は ずば抜け て いる 。 
ao 0 34 歳 に な り 、 ま さ に 円 熟 の 域 。 フ ェ ルス タッ 
it の 角度 が 低く 、 さ ら に 細か ペン は ルク レー ル よ り も 予選 で 劣る が 、 決 勝 で 


い 山谷 が 目立ち 、 今 さ が う の 平均 用 位 は 上 だ 。 
員 S BN MM ME FE MM 骨 B B 凶 HN 叫 四 部 NN iM ME 0 喝 出 か が える 。 


抜く と き の フ ェ ル スタ ッ ペ ン の 切れ 
味 は 鋭い 。 ホン ダ 13 年 ぶり の 勝利 を 
プレ ゼン ト し た オー ス トリ ア で は 、 ル 
ノン レー ラリ レ ( 畔 K0 に ント レク の の が りら 生 54 ーー いい = 
字 ど お り 春 い 獲 っ た 印象 。 ーー ここ ーー 


ー Ne 
ンー ニン ー・ いこ で 


ーーーーーーーーーーーー 


MI 


PimPmPPP ビ ーー 


ー is で や TST ま ぎ e-、 3 ァ で 

Pe ンー ーー ペー マキ ュー ニー ーー 

る ーー メニ ムーー テー 66 
ーー - 


れれ デン 。) KS EE ュー 
で GS ニテ er = ニ 


っ ステ キュ ュー ー= 


い ーー ーーーーーー 一 


リピ 
2 = ニー 


ES 
ー 


ヘ 
の 
G 
3 
や 


NN 
い 
や 
= 
ッ ー 
に 
16 
バ 
と 
た つい 
ー 


さこ 
N 
て 


時 する も 、「 彼 


己 ! 
こ 
さこ 
て 


ル の 自身 2 勝目 は & ハ 
寄 


対し て 
と ぶん で 話し た い | と 語っ た 。 


ェ ル ス 雇 若き 勝者 を 補 f 


ルク 1 
トン に ) 
ク フ ィ 和議 ト 。 ハ 


所 [4 ト 回 むっ おち Non 会 Q 悪 瑞 東 因 
3QQ】 つり 玉 玲 じ 公 し し っ いで 
3 を E 総 *o 還 ンー る や さり お 叫 で 
きっ っ JFJAQG3J 較 っ 8 選 ] 

[| く 代 ト 全音 財 さい さ ー ミ リロ 団 宮 * 
で へ 必中 を Q で レ つ で 刺 初 
つの し 会 し 6 く // ミ て ー ハ 2Jn い SG 
公 ^ hNH さ K 尽 人 と へ 和 を さい ふさ ー ミ 公 
近 pnLn 柚 で 〇 で 責 測 つ し 0 豆 っ J 


0” 据 で 会 2 人 選 heG 公 7 87 
ぐ ハ トミ G 沙 玩 @ 葉 較 や ホー ズリ や 
SNe 公 や つ で や ST ThHINー ユ ゼン て 


IN こく ーGT ハ て ロー ミ 公 玖 雪 で 心 
ン S っ 6GP て トー や ph 必 ベ て ユ 
ー ハ TA 倒 如 6 で 利和 ン 7/K つつ し レ 
つ H6 〇 いい” スペ や トト KNOTJ 会 仙 マン" 
3 会 @ く // ミ ペー ハゼ 尼 Gp 剖 QJ う 会 
し ON@G8 ュ J 四 2 つれ] 

路 弓 6 加 皿 畑 己 弓 R" SD く S セ ハハ 
へ DapmtR ト KA そし ゃ On6 吉 RG 
ト JJJ し "| て 必 マ く ー う つじ | 邊 箇 肝 
S 了 散 幅 | 8 家財 lp" 

[エー ゼ 叶 財 い ミル 倒 李 で Ke" IN 
てこ ー ゼ ^ NGT へ や トー て 旨 曲 諾 つじ 環 
選 つ S お で SOS っ ? 所 刀 ペー ド 
1JJJG や ^ い 上 ト で へ 心 綻 や 凡 し ” 
で 公 つ い 公 こ し し レ っ ne@G 公 くみ ミー 
へ し 還っ 6 人 NH ミ K ふ 人 と へ 会 
_JJ)” さい ヽ ー ミ や 上 賭 ン せき っ お 320” 
HIN 一 へ ュ J う 心 下 ー ス 会 8 シン 回 の 
っ 筐 < べ Q 全 人身 い ひし WS 全 党 G 表 具 ロ 
SC で し うっ] 

っ で No で ご く ル で る 次 っ 、 に ゼ 紅 
で で っ 6G 全 エー し で うい し や ゃ 殖 っ 、 
ト J ュ J 公 憶 記 QNOG37 
[系 AWK 人 SWG 世 っ 思 し ゃ 6? < 
yQS っ っ り 凌 っ " 回 は X ミ や i ト く ロ 下 


へ 必 K 公 る や さっ うっ レ やめ ふ マー て ミ ゼ 事 で 


時 公 軍 や NeG 全 『JG の O べ 3 昭 っ Me" 


っ 『JGO の スペ 世 は せっ や っ し つ ゃ 
In っ <Q 本 し ロ て へ m や ホー スロ 直下 
つ し っ io 衝 し | 


由 ぶさ S せ 中 的 の 9 由 じ 


| の o べ で SN で G 揚 で せ 〒Ih 選 や っ J 
IL し 悩 村 SQ360 こく // さ て や いさ 
こ ー、 し つや 心 人 NRN ロ K て の っ うっ 届 
36 (みく 日 ミ ) ヘ ロ ー ド 人 く ー ロ 田 
公 や つ で 6 や で 7 NH さ K ふ と へ 

麗 っ 、 つ J⑩ 唱 区 っ 会 下村 レ 
ペー ド KS つり NTJ っ J 会 仁 Ne 証 2J" 
Nw で 思 唄 固 ロ 人 つ し 守 :StO@ JJ) 会 レ 
SQ くく 7 ペイ ハロ 固い ン っ 本 yY 人 開 
| 苦 時 G 可 せ セーQOS し 揚 0 し っ 6 
公 RS で DK てけ は SS で し % し っ A@” ミ 


は い り / 


こと も 考え て 。 彼 に は クレ バー さ を 教 えた い 。 


< ふ 
や 
つ 
っ り 
ん 1 
映 
いい 
に 
we 
I 
用 
内 
細 
上 
貼 
信 


も し も 


次 生 が バト ル E】 コ の ご っ 


将来 的 な 
も し も ドラ イ バ ー 


いさ ー ミ ゼ " 匠 時 弟 電 、 し つ ゃ る 心 公 " 
ト J で 公 Q 生 る レア う ンー テー 公 紅 っ )" 


喉 表 G 爺 っ 皿 考 せい NH ミ K ふ と へ 
2J0 ウ や で らっし ゃ 会 因 会 OFTJN < ト 己 
公 咽 華人 で 0 レン ie し つる 心 ] 

し ゃ の べく ロ 朱 咽 つ じ っ い @ 枢 経 せ 麗 N 
GAQOO 公 7 

[ ぐ くさ いさ トル 6G 芯 *%G 押 NN 会 
っ っ J っ JJ し レセ S" 人 ぐー ホー 
6 器 二 jp 列 2" ミト ユー ミネ 写 く ハン 
さり 了 届 0 興 お 選 ロ S ひ し ^ っ neG ゼ " 
い ヽ い ミ トド G 革 震 NOS で レス っ to 了 経 
公 電 で セ ? NS 掴 つ 記 っ し ゃ や の 
べ ュ JPG 投 r 選 SO っ し じゃ 」 
貴 枕 けり "| 彰 細 | |Ih で ミー]′ や 
つっ し 「 べ うつ し | Q 〇 り 表 転 NG 中 上 水 


REG TI ン apQO 8" | 己 ^ 暫 い し レン 生 7 


財 せ 交 で の べ っ Jp 居 調 せ 1J*o っ やや 
ぐ SG し 1 で SS ン ……? 


に 】 


ライ バー だ し 


に 】 
4O 
sl| | 
っ J NO 55 
中 | 因 | 
る | 国 | 失 | 
ち | IS 市 | NR 和 き 人 
Ba ヒ 。| M 宛 
(の) 7 +9 この 
り | 6 間 ES 5 
< 娠 ン ご | Ki : 
RS h レ 人 ウ 
へそ K へ めか 字 < で 
ん る | と を. 全 『) 
Eh、 必 Fe ュ = へ //4 粒 u 
本 和仁 
7 琴 | ま | を | 日 針 
+D 2< 


S, 人 522/ 


7.09252W272 


67 


ーGN さ ヘーK ヘ 上 ト に て 世 品 7 [ 器 除 公 Q 喧 束 尿 経 東 記 つ 7 DS 
SNe い ミト ド 公 つつ 3 了 豆 器 押 て バー ハリ 3 8 中 ー ベ いさ トル 6 中 
G 貴 較 け 交会 0 し うっ? や” 舞 崇 食 忠 Ne 8S け 喚 で で 刀 ド て hh 


SS ロ て の へ に K 上 トマ 選考 紀 つや スミ や トー 父 本 交 っ NQ? mn いつ 中 厄 全 中 
I ト KMDpS で で ) に 眉 江 代 0 押 峰 で 晶 身 思 志 つつ 玉 記 民 ] 
つ し っ QRhHIh 一 し や ンー ペー ハハ ペー ハハ へ 心 ー ハ て HANAIHI ト 7 
4 こく へ ふ ー ハ ヘー 本 還 CIS? ミ ご 6 忠 厄 wwR 記 つつ し 玖 の 名 Ne 抽 宿 落 
ーー t Crn Ss ペー へ へ へ エ ハー 公夫 | 附 G 芝 家 ① ホ て KW 志 さ つつ "下條 て 
届 刀 りり せ さ で 丸 咽 選 ロ つ に 問 1 ぐ 心 ミ い ー い GO 〇 マロ 中 人 トミ 中 で 十 定 ? 
こみ SN6? 半 Grn の 3QOーoo 叶 や つ し NTJ 会 <Q ぐ 受 ご マーK ロ つつ 刀 


レ 

ぐい ドーK・ で へ 中 エト ラッ つ っ テーG ト | 大 史 過 結 皿 中 人 トミ 東宮 寺 つじ” cn 
nTNS ペ ーー と 堅 じ 玲 さ ” 拉 時 全 ホ ー G 醒 剖 * 畠 人 S 束 6 穫 5 天 会 スミ や 1 ト 
させ に ト K て ヘル ーI ト で ・ ペ ー へ へ や KJG 騒 き 境 き 鶴 て G 愉 8 っ)2J 層 
け 寺 6 で 李 で NO 会 の 5 宙 倒 JGA < へ 太 日 ボ ミ ミー で 刺さ 


へ へ GA へ 公 S 醒 や で 中 還 人 7 GT や トー4 直 衝 けり 8 くし 人 8 で 
ンズ 公 「 交 外堀 光導 『TJG ふ ミ で は 8 や で っ JapS 昭 田 公 麗 い ? 
4 | wi ト 払 そつ G 総 公 | の っ 避 絆 局 /n6 IN ドーK・ そ ハエ ト 世 用 公 
呈 X 有 つつ 環 人 S 丸 ? 郁 識 an Qi せ の 財 4Q 中 時 ロ で で レレ さか と 人生 さっ ) 臣 毅 
M ぐふ ャ て ミ 史 蛋 腹 つき スミ や fhK 且 ご | G く ユー ャ せ ( こ キ @ 同 地 公 中 表 品 ロ 
4 っ JJ で 2J 叫 で 会い 公 和 。 S で けり 民 師 ) GT へ や トー て ロ 理 む っ し ふい ミ ルレ 


ig 


『 
全 
【M 


* ン ぎし っ 0@ 8 全 へ ト ユ 到 」 | wi ト 中 そつ し 7 つ 全 つ / 問 〇 8 
\@ っ せき 「 て ユー へ へ 必 航 ペイ | ( 糧 | ロー ユー せ GN ヽ ミド 握 昌 ロ 論証 で 
: て ペーK「 加 中 | G 掘 ) 典 | 刀 X ミ や i ト K 結 G キ SNK 表 で 


† し た 唯一 の 新車 RP20 が 2 月 の 公式 テス ト で 好 タ イム を マー ク 
周 さ ゆえ | 外観 が 昨年 の メル セ デ ス W10 と そっ くり だ 」 と 非難 めい た 注目 を 集め る 


RP20 は メル セ デ ス を トレ ー ス し た だ け な の か 、 独自 の 技術 が 盛り 込ま れ て いる の か 、 検 


に 


了 公 YO で 62)39 じ っ io 登 /v で 公 さて トト ーーG 尊 
IN ペー へ 愉 補 て ハ て)JGN さ ミド | 軸 JS さ "ふさ ドル HH き Gi ト 反 そ へ 避 味 
G「 弄 嘩 | ロ い っ し 陀 駆 刀 ら を OG | 丈 引っ Q レ っ 

ぐ リー し 4SrerJU 括 回 ロ 論 人 S レ っ Y92 | [ペー へ AN て ヘー 綴 Q (x ミ 
S 上 QR で せき ベーKH へ 日 トト へ ハ や i ト に ) っ J 上 つの 笠 エ ふく 昌也 で レ 
べ 科 へ G 則 団 8 っ 議 略 GDPGwWSOT) | っ eo や つ レ NG 利和 NK セ 7 
\ 製 る 人 SQ 由 ロス で で も し 8 っ っ | 地 由 GR 本 村 け 4 れ で や 妃 お K と を へ へ 


「 昔 ハ ーK へ @ 路 半 G い ミド レロ 柱 只 史 m へ ww 握 盟 ロ 衣 計 で レス っ ぃ G 貴 音 豆 
喧 ” TJG 振 局 S" ホー ベ 6 小 中 マト Jee36^ さや 人 KG お K と へ 
ーー 倒さ や fhKG 皿 硫 丈 向 隔 つ | AA 選 ス イコ ニー ざ 握 公転) ロ 


"トレ ー シ ン グ ボ ポイ ント" が 生み 出し た RP20 は 無敵 オリ ジ ナ ル か 外 獲 コ ビー か 


S 和 公 Q" 図 回 選 提 っ し Q 選 0G 和 | ー ヘ ペー ヤ エ G い ミト ルル!4mntt で リ 詳 語 
JJ ペー へ へ 愉 世 ハーGI ト 1 玉 ミ で し レ っ し 四 篤 意 NOO_J 民 志 丈 役 NG 
i ト ゞ さい ペー′。 トコロ ー・ 稚 ヘー いや さや で っ うつ っ? NTJ し 雇 8Q や 


へ MEN6" Je 8 [ 連 Q け だ 4mC し 下 レ 


68 


Photos : Mercedes/Racing PointL プ XPB Images 


Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 


Text : サム ・ コ リン ズ (Sam Oollins) 


正面 か の ら 見 た サイ ド ボ ポ 


レー シン グ ポ イン ト は メル セ デ ス 製 の 型 落ち PU を 搭載 し て いる た め 、 昨年 の メル セ デ 
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対す る 考え 方 が 両 
は レー シン グ ポ イン ト 独 自 の 開発 技術 が 
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外観 は そっ くり で も 内 部 ( 
(写真 右 下 ) レー シン グ ポ イン ト は メル セ デ ス 製 の 型 落 ち PU を 搭載 する 。 


左 ペ ー ジ の 写真 は メル セ デ ス W11 の フロ ント サス ペン ショ ン 取 り 付 け 部 位 、 そ れ と RP20 の 同じ 部 


位 を 見 比べ る 。 ロ ッ カ ー ア ー ム の 形状 が 異な っ て お り 、 サ スペ ンション の 動作 ( 


チー ム で は 違っ て いる よう だ 。 


盛り 込ま れ て いる 。 
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Scuderia AlphaTauri Honda 


ーー の 
レ し に "4 必 生 wez 
タッ ク を 組ん で 3 年 目 


ホン ダ ・ パ ワー ユニ ッ ト と の コン ビ ネ ー シ ョ ン は 過去 最高 
トロ ロッ ソ 時 代 か ら ホン ダ の パワ ー ユ ニッ ト で 戦い 続け て 3 年 目 の シ ー ズ ン 


アル ファ タウ リ が 中 団 チ ー ム に お いて 頭 ひ と つ 抜 け 出す の で は な いか と 瞳 さ れ て いる 
今季 、 チャンピオン 名 い の カ ギ と な る の は アル ファ タウ リ の 存在 か も し れ な い 


Text : サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photos : 田中 秀 宮 (Hidenobu Tanaka) AlphaTauri プ XPB Images 
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2008 年 を 最後 に 長らく コン スト ラク ター ズ タ イ トル か ら 


昨年 、 チ ー ム メイ ト 同 士 の 競り 


Text : ジュ リア ー ノ ・ セ ラ ソ ゾ リ (Julianne Cerasoli) 
Photo : ダレ ン ・ ヒ ー ス (Darren Heath) ノ 桜 井 : 
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4 の の 


ツレ ルツ / 
後藤 比 東 至 に と ぅ o と し ) 


レー ス 参 戦 に 人 生 を か ける 自動 車 雑誌 & 
Web 編 集 者 。 今 和 李 も TOWA INTEC RACING 
より スー パー 耐久 (ST-2) に 参戦 (#59 
DAMD MOTUL ENDLESS WRX STI) し 
8 連 罰 を 目指 す 。MINI CHALLENGE 


見 て 、 聞 いて 、 走 っ て 感じ た と っ て お き の 話 


Text : 後藤 比 東 至 (Hitoshi Goto) Photo : YOZO 


2020 年 シー ズン は 自宅 で 開幕 !2 


お MM 全 和 DU GU こと か ある | 
頒 | 明 年 末 の が の ら こ っ て くり | 目 潮 に ント ョ 
レー タ 導 入 計 画 ] を 進行 し て お り 、 3 月 末 、 つ 
い に シ ェ イ クダ ウン を 果たし た 。 今季 の 参戦 巴 
定 レ ー ス は すべ て 延期 ・ 中 止 と な り 、 仕 事 も リ 
モー ト 中 心 で 自宅 に いる 時 間 が 長く な っ て いる 
か ら 、 タ イミ ング と し て は 最高 だ 。 
いま や ほとん どの プロ が 取り 入れ て いる シミ 
ュ レ ー タ 。 ボ ク も 何 度 か 体験 し て ちゃ ん と や れ 
敵 人 に の 0 00 02200 00 が 
[グリ ッ プ 感 が 感じ られ な い ]「G が な い ]「 酔 う 」。 
と ど め は | 通う 時 間 が な い | と 、 あ れこ れ 言 い 
訳 を つく っ て 結局 一 歩 を 踏み 出さ な か っ た 。 
そん な ボク が 、 自 宅 に シミ ュ レ ー タ を 導入 し 
よう と 決め た の は 、 十 勝 で レー ス に 参戦 し て い 
る 友人 が きっ か け だ 。 歯科 医師 の 彼 は 仕事 柄 練 


MINI CHALLENGE JAPAN は 今 シ ー ズ プン か ら よ り 気 軽 に 参戦 で 
きる ナン パー 付き クラ ス (クー パー S 貞 語 衣 EMI 


習 時 間 が ほとん ど 取 れ な いう え に 、 十 勝 は 冬 の 
問 ま っ た く :: 還 MONIidESIG02 0 
スモ で 練習 し て いた 。「 遊 ん で いる だ け で し ょ ?」 
と ボク は 笑っ て 彼 の 話 を 聞い て いた の だ が 、 書 
斎 に 本 格 的 な コク ピッ ト を 構築 し て 毎晩 の よう 
に 走り 込ん 々 で いる と いう (奥様 談 )。 そ ん な 彼 
が 人 還 較 0 200 の VN 2 7 ソック 
する の を 機 に 、「 十 勝 の 練習 を し た い (グラ ン 
ツー リス モ に は 十勝 の コー ス が な い )」 と 、 本 
格 的 な シミ ュ レ ー タ (PC の み ) を 導入 し た 。 
その と き 彼 に 「DDR (秋葉 原 の シ ミュ レー タ 
ショ ッ プ )」 を 紹介 し た の だ が 「 紹 介する の に 
自分 が まっ た く 分 か ら な い の は きす が に マス い | 
と 思い 、 シ ミュ レー タ に つい て 少し 勉強 を し た 。 

プロ に 話 を 聞い て みる と 、 完 成品 は 安い も の 
芝 IO 末 問 (5056 生ま 500 回 ん 央 
着い つつ 。 フラ レー キン クノ や ニナ リン ク ( 合わ 
BI ソン ュ ミュ ョ レー ク 目 体 が 動く 2 レム 5 2 の < くら 5 
MM et の 2 二 訪 目 (0 の 905.90 有 < 
らい か ら カ タチ に は な る らし い 。 まず 必 要 な の 
は ゲー ミン グ PC と 呼ば れる パソ コン で 、 ビ ジ 
ネス 用 より も 性 能 も 値段 も 高く て 20 一 30 万 円 。 
普通 の PC じゃ ダメ 、 し か も ゲー ム 用 の 方 が 高 
NG に 0 5 く U (の ノン ョ ハバ ハ 
ンド ルコ ント ロー ラー の 略 ) は FFB (フォ ー 
1 二 ド リツ クリ こい 2 ルリ ンド ルリ の 5 ら の 
動機 能 付 き が いい らし い 。 こ れ に よっ て 路面 の 


ま 


JAPAN 119 年 シリ ー ズ 2 位 。 


回 人 0 パシ 2 リリ ンク に 信 わ も わり クリ ) ク 2 成 
を 感じ や すく 、 ゲ ー ム 界 で 言う | 没入 感 | が 高 
WAN の SI も 0U 00 有 JJ 問 く 0 の 9 
8E 二 言 1 へ 80C は いま ある も の る 用 
9 ご も 本 月 雪 で し CO る ソノ ソ ッ ド た) 
代表 的 な も の は 「Assetto Corsa (アセ ッ ト コ 
ル サ ) | [rFactor (アー ルフ ァ ク ター)」「iRacing 
(アイ レー シン グ )」 の 3 タイ トル 。 価格 は どれ 


も 1 万 円 以下 (iRacing の み 定 額 課金 制 ) だ か ら 、 


9 を コ ンス ドール する こと も (さる らち 2 
み に e ス ポー ツ を 本 気 で や り た い の な ら 現 状 は 
グラ ン ツ ー リ スモ ー 択 らし い 。 
AG 謀 パ (0 いく つ 5 に 16 つう 0 る し の か 
AU 0 の の 8 目 公 の 5 の < 
シミ ュ レ ー タ を 体験 し て か ら 約 10 年 、 つ い に 
その 一 歩 を 踏み 出し た 。 し か し プロ ジェ クト 開 
旭 2059 の 用 NN) 0 く ノー イク クウ ン ま ( 肖 
き ぎ 着 けた が 、 ド ライ バー 的 に も ハー ド 的 に も | ど 
2092700 2 0 和 人 0 の 06 し いう レベ 0 レー 
ス の 練習 に な っ て いる 感じ は まっ た く な い 。 シ 
ミュ レー タ の 先輩 た ち が 「 実 車 と 同じ だ よ 」 と 
言っ て いた 意味 が いま な ら 分 か る 。 ち ゃ ん と 練 


習 で きる よう に な る 日 は 来る の か ? 2020 年 、 


ボク の シミ ュ レ ー タ 初 シ ー ズ ン 開 幕 で す 。 


ゴッツ の 近況 報告 


ら 耐 、 ミ ニチ ャ レン ジ の 


開幕 戦 が 待ち 遠 し い ! 


2020 年 シー ズン も スー パー 耐久 と MINI CHALLENGE 
JAPAN に 参戦 し ます 。#59 DAMD MOTUL ENDLESS 
WRX STI は 、 ボク 個人 と し て は 5 シー ズン 目 。 新 ラ イ バ ル 、 
ROOKIE RACING GR ヤリ ス の 参戦 で 、ST-2 ク ラス は か 
つて な い 激 戦 区 に な り そ う 。 も ちろ ん 目指 す は 前 人 未 到 の 
8 連 穫 で す 。 また MINI CHALLENGE JAPAN は 5 イベ ン 
ト 全 10 戦 が 開催 予定 。 今季 も EX-FORM RACING TEAM 
か ら チ ャ ン ピ オ ン を 目指 し て 戦い ます 。 両 レー ス と も に レ 
二 ジ イク 2 ニン ん UE この に 。 の 220UESENUS の | 

ゴッツ の twitter>https://twitter.Ccom/HitoshiGOTOH 
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へ eS 伸和 轄 GrJQ” トペ ネコ 不 皿 6 記 NG 下 く JJ” や 公 ら や る 公 G ト いや さ 交 し 直し っ te 貢 人 9 会 QJN 部 3Q 

に 、 つ 符 また 性 | て ミネ ・ さ かそ ・ ペ ー で つ 人 な 2JFJ8 し ゃ や 族 で 舞 0 し うと" 35 ペー キー リリ | 江 N お も リリ ホー 
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作 っ ロ 8 誤 SKh ト へ し SN て へ 中條 さき 6 の 1 ドーwmm い 7 人 SD レ っ っ ? IN ユー ペーKG 嘱 

'\) 半 介 っ 押 ら 罰 攻 区 人 季 せ で) 筐 " SNe 層 問 けり 丸 で っ Q さ つ し っ ぃ @? 表 公 本 いっ 革 IN て ンー-J03/ mpGG 寺 
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公 如く SG 区 咽 いっ 丸田 箇 G 層 り 
mm いい 抽 つ レン i@5 NTJG 蜂 G 由 会 諸 ) 
玩 べ し っ tennQ′ 眉 咽 GS 公 し 衝 玖 公 
ぬ で 妨 ペー へ 私 ボー 中 0NeS 
ーー リロ 家 で し っ 責 和 虹 イー 心 さ ミリ 
9 っ J) NG 局 。H 有 HG 中 ユー ポー 
K く ペー へ 心 ・ 由 に 公国 D じ っ じ や 
INIhT の OO の の 4 全う SS 全 0 丸 7 本 
G_JSSo く 8 密 守 さ に て トロ リポ 写 
で 負 全 し 近 司 中 組 け 直人 全 で びり 


SoO 〇 の G ハ ーー て リロ 選 で 麗 る 記 で の 


mw つ に し 政 | 国 8” 由 っ RHG ボ "YOQ 


詳 悦 ” 包 誠 G 出 由記 つ し うっ te 咽 革 " 由 
く KG 器 ゅ 尿 ? 招 ン やる つ 30 
m い 全 全 で 旨 軍 5 日 ロ ーK も エー て 
和 ル 岩 定 じ 5G 角 玉 由 S 刀 中 KG 忠太 丈 
ms や "NG 玩 記 徹 せ 尽 凡 やや 刺 公 
me naJ9 

ペー ネー6 思 つっ n  NG 由 郁 
け 記 会 全 で 丈 愉 つ QS IND DK ト 


へ 第 や さく KK や ホロ イマ 民 必 へ" 


部 や QNvQ ン "ペー ポー ペー ド KG 再 
っ 3 由記 G 革 還っ う で で 間 責 で 
つ し っ ne う J 層 つ し Se@" 也 ロ キキ 
つ 上 思っ 刺 考 公 円 民 は 情 ざ SS” つ ) 遇 
刀 信 し 還 Yo で Ne NG 人 急 名 責 記 箇 ? 
ロー ホー ベ KK ドーG 選 襲 寺 の 公 7 
NuQn っ で 民有 骨 輝 し な うっ? で 長生 じ う っ 
nw36′ 豆 33 KKー ハ NG 区 匠 や うい 
Jp 「 康 | ロ 因 っ のり 科 teP_ IN へ へ や 
貢 貴 jp K ヤ エー や ホー ト で へ や 7 日 
K や 共和 へ へ や p? 
[ 良 ] 唱 還 っ ざっ GS 「 帳 | を に 
| 栓 光 つ きっ ? で 2JFJNQ 会 KK 
ドー ム セ iG 映 中 刺 30G 会 Q ぐ 88 思 王 
己 で に 4 ポポ 半 や 直り 慰 ぐ 革 
mn) 6G 全 むせ つや で 中 全く し 
っ ne 86 で JJ 二 KN る で つ 欠 で 


6 県 *o" 層 @ 吾 包 *ow 嘱 し っ ne 吾 で 


4Q け 7^ SQ 公選 回 定員 や レン で レス っ > 
ーー 
NO 3 会 /QTJN に 窒 さ GS9 ニーー 


っ 吾 QQ38「 人 昌 つつ ょ Jp や で 人 S 公 
< ポー ヤム トイ 交 相 916 届 SS 還 定 
いし っ ne” SG 会 SO7nStG0 会友 
<Q ぐ SS” G 挟 ぐ G ロ ー ホ トーw ぬ 4HR レ 


ム 

て 

ァ う ンジ 8 公 うっ 
>) 


は け 
た 
し 
て 


四 揚 SG 公 " 素 孝 
け HN 必 "8 で っ J) 届 
ト J ュ J36 3 会 5 部 責 30 せ 『J で 
むし 他 m ロ 忠 QYO で で” 震 Q0 で 3O 
し っ SeSG し せ S で っ G 公 ? 

屋 束 紙 人 で し で SS 悪さ うれ 7 
eS っ JnG 直 時 公 人 SG 紫 証 * 咽 1) つ 
レ ^ っ he で やつ で だ っ" 

准 〇 刀 S レ 邊 人 「 良 | 貞 っ 
っ い ぐ G ぜ 「 層 | を 「 代 | 選 明 演 つ 
Ss っ? 直良 G 革 丁半 責 0 
レム っ ti@? 桂 ON6@ 8 会う 7 8 会 <QFJN 
| mnO^ | 嗣 *J) 人 色素 愉 和 397 ト J で 6 
し 3pP4 ト pFJ で 会 (Qp)G 咽 G 則 G 
に っ 0 喘 有 INnN 公 栄 N@ 会 で 公 Q 
っ ヘーKw” や くし do や pG 人 色相 
号 G ト いふ や ミ 選 凍 束 つ 人 S レ 蛋 0 し っ te 
GS? 


絵 : いし いひ と ひ 
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。 性 と oy 人 き 中 生 の 守 生 潤 稚 志 押 計 回 肢 ※ 


つい の 〇 文 冒 つら いっ ー ぎ d 還 品 の 


衣 旧 ( 肢 )m ロ Sm 


ら の Ei 主 欧 こつ でき ン 恒 ペー イ 守 と 赴 男 虐 具 | 


ン SH て 村 S ど ゆこ 切 。 モ へ へ 開 画 S こ 注 ど の 林 ご 


ク 


エー 革 和 テーSLdH 党 


革 
疹 


則 届 ^ 族 鞍 、 王 こ へ テコ 6) 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


HESMI 画 


EBBRO 1/24 ス ケー ル モ デ ル Renault 4 
Fourgonnette Renault Service 1 名 様 

月 一 ペー ス で 新 製 品 が 登場 する EBBRO の 1 /24 プ ラス チッ クキ ッ ト か 

ら 、Renault 4 Fourgonnette Renault Service を 1 名 様 に 。 そ の 他 

の ライ ン ア ッ プ は エブロ の HP まで 。 

提供 : エム エム ピー URL : www.ebbro.co.jp 


回 全日 本 F3 非 売 品 ポロ シャ ツ 1 名 様 

2019 年 シー ズン を も っ て 、40 年 の 歴史 に 幕 を 閉じ た 全日 本 F3 選 手 権 。 
2020 年 か の ら は 「 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ ライ ツ 」』] と し て 新た な 船出 を 
切る 。 こ の ポロ シャ ツ は FS 協 会 関係 者 の み に 支 給 され た 非売品 。 

(8 才 ス を MM 区) 


レー シン グ ボ ポイ ント モバ イル バッ テリ ー 1 名 様 
今 シ ー ズ ン の バル セロ ナ テ スト で は 好 タ イム を 連発 し た レー シン グ ポ 
イン ト 。“" ピ ンク ・ メ ル セ デ ス ” な ど と いう 外野 の 声 は 無視 し て 、 中 団 
勢 ト ッ プ の 座 に 返り 咲け る か ? (サイ ズ : 152mmx75mm) 


回 アウ ディ ボス トカ ー ド 1 名 様 

2020 年 は アウ ディ に と っ て 節目 の 年 と な る 。 創 設 者 ア 

ウ グ ス ト ・ ホ ル ヒ が 社名 を ホル ヒ か ら ア ウデ ィ に 変更 し 

て か ら 110 年 。10 枚 の ポス トカ ー ド に は これ まで の ア 

ウデ ィ の 歩み が モノ クロ で 刻ま れ て いる 。 

(サイ ズ : 147mmX 105mm) 


間 補 琶 ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 時) た < 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、④ 好 き な し ルル ルン 1 
カテ ゴリ ー、⑤ 聞 き な 下 ライ バー、⑯ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 携帯 か ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケ ー タ イ ・ コ ー ド 対応 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 機種 を お 持ち の 方 は 有 図 か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 サ イト 
内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 住所 
等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な いと 商 
2020 年 5 月 22 日 (日 消 即 有効 品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 
※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プレゼント 発送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 


〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6.27-30 IN を 
新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 』 パ 
(株 ) 三 栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1529 号 プレ ゼン ト 」 係 https://San-eishobo.jp/form/Dub/3/as1529 
く お 詫び と 訂正 > 
auto sport No.1528 の 82 ペ ー ジ 「PRESENT FOR READERS] 才 識 T160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
内 に お いて 、 応 募 URL お よび QR コー ド が 誤っ て お り ま し た 。 読 (株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1528 号 プレ ゼン ト 」 係 


者 の 皆様 に ご 迷惑 を お か けし まし た こと を お 詫び する と と も に 、 訂 


正 さ せ て いた だ きま す 。 正 し い URL は 右 と な り 、QR コ ー ド も 掲 2020 年 5 月 22 日 (日 消印 有効 


た し ます 。 締め 切り を 4 月 24 日 ( 金 ) と し て お り ま し た が 、 と 
衣 間 を 古い た し ます 。 記 間 た は 上 記 そ ご 照 くだ さい 。 ※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2020 年 5 月 21 日 ( 木 ) で す ! 


は より 一 層 注 意 し て まい り ま す 。 引き 続き オー トス ポー ツ を ご 愛 4 4 
顧 く だ さい ます よう 、 よ ろ し く お 願 申し上げ ま す 。 https://san-eishobo.jD/form/Dub/3/as1528 


xs へ 本 誌 刊行 スケ ジュ ー ル 変更 の ご 案 


auto sport 


5 月 9 日 発売 号 刊行 休止 の お 知ら せ 


日 頃 よ り オ ー ト スポ ー ツ を ご 愛読 いた だ き 、 誠に あり が と う ご ざ いま す 。  : 当初 の 刊行 スケ ジュ ー ル (2020 年 4 月 下旬 一 5 月 
現在 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 に と も な い 、 国 内 外 を 問  : 4 月 24 日 発売 No.1529 ( 5 月 9 日 号 ) 
プロ 


わ ず モ ー タ ー ス ポー ツイ ベン ト の 中 止 ・ 延 期 が 発表 され て いま す 。 ま た 、 : SN に に 

日 本 政府 より 4 月 7 日 に 発 出さ れ た 緊急 事態 宣言 は 、4 月 16 日 に その  : 20EEitD は ジ つ お 82 

対象 地域 が 全都 道府県 へ と 拡大 され まし た 。 5 月 22 日 発売 No.1531 (6 月 5 号 ) 
こう し た 状況 を 受け 、 誠 に 勝手 な が ら 「 オ ー ト スポ ー ツ 5 月 9 日 発売 。 : 2 

号 ] の 刊行 を 休止 させ て いた だ く こ と と いた し まし た 。 楽し み に お 待ち  : 

いた だ いて いた 読者 の 皆さま に 深く お 詫び 申し 上 げ ま す 。 変更 後 の 刊 行 スケ ジュ ー ル (2020 年 4 月 下旬 一 5 月 


な お 、 ら 5 月 22 日 発売 号 以 降 の 刊行 に 関し て は 当初 の スケ ジュ ー ル ど 


お り 発 売 させ て いた だ く 予 定 で す 。 ] 4 月 24 日 発売 No. 1529 


各 人 の 外出 自粛 が 求め られ る 状況 で は あり ます が 電話 や メー ル 、 場 合 。 : ( 5 月 9 日 号 ・5 月 22 日 号 [合併 号 ] ) 
に よっ て は テレ ビ 電 話 な ど を 駆使 し て 取材 を 進め 、 お よそ 1 カ月 後に は 


読み 応え の ある 特集 ・ 企 画 を お 届け で きる よう 努め て まい り ま す 。 | ら 月 22 日 発売 IN【e 朋 に 】0) 


今後 と も ご 愛読 の ほど 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 5 ( 6 月 5 日 号 ) 
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